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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
九
十
二
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
言
語
の
著
作

物
の
う
ち
、
旧
派
歌
道
・
歌
学
の
流
派
・
家
元
・
団
体
、
及
び
、
岩
崎
が
参
加
・

詠
進
し
た
歌
会
・
歌
合
を
中
心
と
す
る
現
代
の
歌
会
・
歌
合
等
に
関
す
る
述
作

を
収
め
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

〇
歳
～
十
九
歳 

 

第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
の
歌
会
・
歌
合 

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
の
歌
会
・
歌
合 

平
城
遷
都
千
三
百
年 

余
情
会
歌
合 

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）
の
歌
会
・
歌
合 

『
新
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』 

寄
「
聞
香
」
共
感
覚
歌
合 

寄
「
泌
色
」
共
感
覚
歌
合 

東
日
本
大
震
災
追
悼
和
歌 

寄
「
見
音
」
共
感
覚
歌
合 

寄
「
匂
色
」
共
感
覚
歌
合 

岡
山
県
巫
女
特
別
協
力
資
料
（
四
） 

『
日
本
旧
派
歌
道
流
派
総
覧
』 

-  

旧
派
歌
道
・
歌
学
の
流
派
・
家
元
・
宗
匠
・
師
範
・
団
体
の
総
覧 

- 

旧
吉
備
王
国
（
郷
里
岡
山
県
お
よ
び
兵
庫
県
、
広
島
県
、
山
口
県
な
ど

山
陽
地
方
）
系
巫
女
神
道
・
巫
女
歌
道 

令
和
新
時
代 

最
終
協
力
版 

岡
山
県
巫
女
特
別
協
力
資
料
の
全
資
料
の
参
考
文
献 

東
日
本
大
震
災
追
悼
和
歌
を
掲
載 

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
歌
会
・
歌
合 

『
王
朝
女
流
和
歌
唱
和 

式
子
内
親
王
』 

私
の
和
歌
人
生
史
、
平
成
日
本
に
お
け
る
伝
統
和
歌
の
現
状
（
そ
の
一
） 

『
王
朝
女
流
和
歌
唱
和 

宮
内
卿
』 

私
の
和
歌
人
生
史
、
平
成
日
本
に
お
け
る
伝
統
和
歌
の
現
状
（
そ
の
二
） 

余
情
会
歌
人
の
代
表
歌 

開
闔
岩
崎
純
一
の
代
表
歌 

『
王
朝
女
流
和
歌
唱
和 

菅
原
孝
標
女
』 

 

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

N
E

X
C

O

西
日
本
の
古
事
記
編
纂
千
三
百
周
年
「
や
ま
と
ご
こ
ろ
周
遊
記
」

へ
の
提
供
和
歌
及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
へ
の
回
答 

『
旧
派
歌
道
・
歌
学
の
流
派
・
家
元
・
団
体
の
総
覧
』
を
サ
イ
ト
に
掲
載 

岡
山
県
巫
女
特
別
協
力
資
料
（
五
） 

『
日
本
旧
派
歌
道
流
派
系
統
図
』 

-  

旧
派
歌
道
・
歌
学
の
流
派
・
家
元
・
宗
匠
・
師
範
・
団
体
の
系
統
図 

- 

旧
吉
備
王
国
（
郷
里
岡
山
県
お
よ
び
兵
庫
県
、
広
島
県
、
山
口
県
な
ど

山
陽
地
方
）
系
巫
女
神
道
・
巫
女
歌
道 

令
和
新
時
代 

最
終
協
力
版 

 

第
四
編 
四
十
歳
～
四
十
九
歳 
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第
五
編 

五
十
歳
～
五
十
九
歳 

 
第
六
編 

六
十
歳
～
六
十
九
歳 

 

第
七
編 

七
十
歳
以
降 

 

第
八
編 
著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

 

第
九
編 
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
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第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

 
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
の
歌
会
・
歌
合 

  

二
〇
〇
八
年
九
月
六
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
十
二
月
十
二
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

  

『
祇
園
花
見
小
路
憂
愁
三
首
』 

 

（
ぎ
お
ん
は
な
み
こ
う
じ
ゆ
う
し
ゅ
う
さ
ん
し
ゅ
） 

■ 

平
成
二
十
年
十
二
月
八
日
即
詠 

出
題
者
：
長
満
た
き 

武
田
あ
さ
ゑ 

判
者
：
長
満
た
き 

武
田
あ
さ
ゑ 

■ 

題 

憂
愁 

京
都
祇
園
は
花
見
小
路
に
寄
せ
て
憂
愁
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
東
十
条
花
紅
葉
歌
』 

 

（
ひ
が
し
じ
ゅ
う
じ
ょ
う
は
な
も
み
じ
う
た
） 

■ 

平
成
二
十
年
十
二
月
七
日
即
詠 

出
題
者
：
岩
崎
純
一 

判
者
：
岩
崎
純
一 

■ 

題 

花
紅
葉 

花
紅
葉
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
雪
月
花
十
二
首
』 

 

（
せ
つ
げ
っ
か
じ
ゅ
う
に
し
ゅ
） 

■ 

平
成
二
十
年
十
一
月
九
日
出
題 

平
成
二
十
年
十
一
月
十
日
判 

出
題
者
：
岩
崎
純
一 

判
者
：
岩
崎
純
一 

■ 

題 

雨
中
夕
花 

暮
春
惜
花 

河
上
花 

草
露
映
月 

連
夜
見
月 

江
上
月 

暁
庭

初
雪 

行
路
深
雪 

湖
上
雪 

寄
雪
恋 

寄
月
恋 

寄
花
恋 

雪
月
花
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
和
漢
朗
詠
集 

恋
』 

 

（
わ
か
ん
ろ
う
え
い
し
ゅ
う 

こ
い
） 

■ 
平
成
二
十
年
十
一
月
五
日
即
詠 

藤
原
公
任
撰 

出
題
者
：
岩
崎
純
一 



『岩崎純一全集』第九十二巻「芸術、文化、言語、文学（三の二）」 

4 

 

判
者
：
岩
崎
純
一 

■ 

題 
和
漢
朗
詠
集 

恋 

『
和
漢
朗
詠
集
』（
一
〇
一
八
）
の
恋
の
漢
詩
の
和
歌
訳
を
競
う
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
寄
調
度
恋
二
十
五
首
』 

 

（
ち
ょ
う
ど
に
よ
す
る
こ
い
に
じ
ゅ
う
ご
し
ゅ
） 

■ 

平
成
二
十
年
十
月
一
日
出
題 

平
成
二
十
年
十
月
二
十
一
日
判 

出
題
者
：
長
満
た
き 

武
田
あ
さ
ゑ 
裃
ち
の
子 

判
者
：
長
満
た
き 

武
田
あ
さ
ゑ 

裃
ち
の
子 

衆
議
判 

■ 

題 

寄
衣
恋 

寄
帯
恋 

寄
枕
恋 

寄
筵
恋 

寄
褥
恋 
寄
畳
恋 

寄
襖
恋 

寄
棚

恋 

寄
鏡
恋 

寄
櫛
恋 

寄
簪
恋 

寄
笄
恋 

寄
紅
恋 

寄
香
恋 

寄
玉
恋 

寄
糸
恋 

寄
墨
恋 

寄
筆
恋 

寄
硯
恋 

寄
紙
恋 

寄
箸
恋 

寄
皿
恋 

寄
桶

恋 

寄
盥
恋 

寄
傘
恋 

調
度
品
に
寄
せ
て
恋
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
詠
花
鳥
風
月
和
歌
八
十
四
首 

 

花
二
十
四
首
、
鳥
二
十
四
首
、
風
月
三
十
六
首
』 

 

（
え
い
か
ち
ょ
う
ふ
う
げ
つ
わ
か
は
ち
じ
ゅ
う
よ
ん
し
ゅ 

 

は
な
に
じ
ゅ
う
よ
ん
し
ゅ
、
と
り
に
じ
ゅ
う
よ
ん
し
ゅ
、
ふ
う
げ
つ
さ
ん
じ

ゅ
う
ろ
く
し
ゅ
） 

■ 

平
成
二
十
年
九
月
一
日
出
題 

平
成
二
十
年
九
月
二
十
八
日
判 

出
題
者
：
岩
崎
純
一 

衆
議
判 

■ 

題 

正
月
、
梅 

正
月
、
椿 

二
月
、
桃 

二
月
、
櫻 

三
月
、
菫 

三
月
、
藤 

正

月
、
鴬 

正
月
、
鴬 

二
月
、
雲
雀 

二
月
、
雉 

三
月
、
燕 

三
月
、
頬
白 

正
月
、
残
雪 

正
月
、
余
寒 

正
月
、
霞 

二
月
、
春
風 

二
月
、
春
雨 

二

月
、
曙 

三
月
、
桜 

三
月
、
朧
月 

三
月
、
落
花 

四
月
、
杜
若 

四
月
、

卯
花 

五
月
、
紫
陽
花 

五
月
、
桔
梗 

六
月
、
撫
子 

六
月
、
朝
顔 

四
月
、

山
鳥 

四
月
、
郭
公 

五
月
、
水
鶏 

五
月
、
翡
翠 

六
月
、
鵜 

六
月
、
虎

鶇 

四
月
、
余
花 

四
月
、
新
緑 

四
月
、
夏
木
立 

五
月
、
五
月
雨 

五
月
、

夏
雲 

五
月
、
夏
海 

六
月
、
夏
草 

六
月
、
清
水 

六
月
、
夕
立 

七
月
、

浜
木
綿 

七
月
、
女
郎
花 

八
月
、
萩 

八
月
、
竜
胆 

九
月
、
尾
花 

九
月
、

藤
袴 

七
月
、
鵲 

七
月
、
鴫 

八
月
、
鶸 

八
月
、
鶉 

九
月
、
雁 

九
月
、

鵯 

七
月
、
残
暑 

七
月
、
秋
風 

七
月
、
夕
暮 

八
月
、
星 

八
月
、
月 

八

月
、
野
分 

九
月
、
白
露 

九
月
、
霧 

九
月
、
紅
葉 

十
月
、
菊 

十
月
、

石
蕗 

十
一
月
、
山
茶
花 

十
一
月
、
寒
椿 

十
二
月
、
水
仙 

十
二
月
、
蝋

梅 

十
月
、
鶴 

十
月
、
鷹 

十
一
月
、
千
鳥 

十
一
月
、
鴨 

十
二
月
、
鳰 

十
二
月
、
都
鳥 

十
月
、
木
枯 

十
月
、
時
雨 

十
月
、
冬
木
立 

十
一
月
、

枯
葉 

十
一
月
、
霜 

十
一
月
、
嵐 

十
二
月
、
氷 

十
二
月
、
雪 

十
二
月
、

冬
山 

春
夏
秋
冬
の
花
鳥
風
月
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 
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『
着
物
十
二
首 

新
暦
』 

 

（
き
も
の
じ
ゅ
う
に
し
ゅ 

し
ん
れ
き
） 

■ 

平
成
二
十
年
八
月
二
十
日
出
題 

平
成
二
十
年
八
月
二
十
四
日
判 

出
題
者
：
長
満
た
き 

武
田
あ
さ
ゑ 

衆
議
判 

■ 

題 

正
月
、
松
竹
梅 

二
月
、
椿 
三
月
、
蝶 

四
月
、
藤 

五
月
、
菖
蒲 

六
月
、

百
合 

七
月
、
流
水 

八
月
、
秋
七
草 
九
月
、
月
見 

十
月
、
菊 

十
一
月
、

紅
葉 

十
二
月
、
雪 

新
暦
十
二
か
月
を
着
物
の
文
様
に
寄
せ
て
詠
み
、
結
句
は
月
の
異
称
で
結
ぶ
こ

と
と
さ
れ
た
。 

 

『
如
来
七
首
、
菩
薩
七
首
』 

 

（
に
ょ
ら
い
な
な
し
ゅ 

ぼ
さ
つ
な
な
し
ゅ
） 

■ 

平
成
二
十
年
八
月
十
四
日
出
題 

平
成
二
十
年
八
月
十
八
日
判 

出
題
者
：
岩
崎
純
一 

判
者
：
岩
崎
純
一 

■ 

題 

釈
迦
如
来 

阿
弥
陀
如
来 

薬
師
如
来 

阿
閃
如
来 

毘
盧
遮
那
如
来 

大
日

如
来 

普
賢
王
如
来 

弥
勒
菩
薩 

観
音
菩
薩 

勢
至
菩
薩 

普
賢
菩
薩 

文

殊
菩
薩 

地
蔵
菩
薩 

虚
空
蔵
菩
薩 

如
来
・
菩
薩
各
七
首
ず
つ
の
釈
教
歌
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
女
髪
十
首
』 

 

（
め
が
み
じ
っ
し
ゅ
） 

■ 

平
成
二
十
年
八
月
十
三
日
即
詠 

出
題
者
：
戸
井
留
子 

長
満
た
き 

衆
議
判 

投
票 

■ 

題 

朝
寝
髪 

散
髪 

洗
髪 

柳
髪 

束
髪 

襟
髪 

木
葉
髪 

濡
髪 

乱
髪 

解

髪 女
の
髪
を
十
通
り
に
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
寄
風
月
女
心
十
二
首
』 

 

（
ふ
う
げ
つ
に
よ
す
る
お
ん
な
ご
こ
ろ
じ
ゅ
う
に
し
ゅ
） 

■ 

平
成
二
十
年
八
月
十
二
日
即
詠 

出
題
者
：
武
田
あ
さ
ゑ 

衆
議
判 

■ 
題 

正
月
、
霞 

二
月
、
曙 

三
月
、
花 

四
月
、
夏
草 

五
月
、
五
月
雨 

六
月
、

夕
立 

七
月
、
秋
風 

八
月
、
月 

九
月
、
紅
葉 

十
月
、
霜 

十
一
月
、
氷 
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十
二
月
、
雪 

風
月
に
寄
せ
て
女
の
心
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
寄
花
木
女
一
字
十
二
首 

菖
蒲
、
鳶
尾
、
杜
若
』 

 

（
か
ぼ
く
に
よ
す
る
お
ん
な
い
ち
じ
じ
ゅ
う
に
し
ゅ 

あ
や
め
、
い
ち
は
つ
、

か
き
つ
ば
た
） 

■ 

平
成
二
十
年
八
月
十
日
出
題 

平
成
二
十
年
八
月
十
一
日
判 

出
題
者
：
長
満
た
き 

武
田
あ
さ
ゑ 

判
者
：
長
満
た
き 

武
田
あ
さ
ゑ 

■ 

題 

正
月
、
寄
花
菜
女 

二
月
、
寄
桃
女 

三
月
、
寄
櫻
女 

四
月
、
寄
菫
女 

五

月
、
寄
月
草
女 

六
月
、
寄
梔
子
女 

七
月
、
寄
朝
顏
女 

八
月
、
寄
葛
女 

九

月
、
寄
薄
女 

十
月
、
寄
紅
葉
女 

十
一
月
、
寄
笹
女 
十
二
月
、
寄
松
女 

頭
一
字
に
「
あ
や
め
、
い
ち
は
つ
、
か
き
つ
ば
た
」
を
置
き
、
且
つ
花
木
に
寄

せ
て
女
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

  

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
の
歌
会
・
歌
合 

 

二
〇
〇
九
年
十
月
三
日 

起
筆 

二
〇
一
一
年
十
二
月
十
二
日 

公
開 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

 

『
日
本
庭
園
恋
歌
合
』 

 

（
に
ほ
ん
て
い
え
ん
こ
い
う
た
あ
わ
せ
） 

■ 

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
日
出
題 

平
成
二
十
一
年
九
月
五
日
判 

出
題
者
：
岩
崎
純
一 

判
者
：
岩
崎
純
一 

■ 

題 

寄
八
橋
恋 

寄
竹
垣
恋 

寄
蹲
踞
恋 

寄
燈
籠
恋 

寄
築
山
恋 

寄
四
阿
恋 

寄
添
水
恋 

日
本
庭
園
に
寄
せ
て
恋
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
大
江
戸
往
来
恋
歌
合
』 

 

（
お
お
え
ど
お
う
ら
い
こ
い
う
た
あ
わ
せ
） 

■ 

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日
即
詠 

出
題
者
：
岩
崎
純
一 

判
者
：
岩
崎
純
一 

■ 

題 

寄
橋
恋 

寄
舟
恋 

寄
車
恋 

寄
関
恋 

寄
追
分
恋 

寄
落
合
恋 

寄
宿
場
恋 

江
戸
の
往
来
に
寄
せ
て
恋
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 
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平
城
遷
都
千
三
百
年 

余
情
会
歌
合 

  

二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
四
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  

岩
崎
純
一 

 

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
東
雲
ほ
の
見
え
て
西
日
に
落
つ
る
い
に
し
へ
の
花 

 

や
ほ
よ
ろ
づ
奈
良
の
葉
柏
神
山
の
守
る
い
に
し
へ
に
漏
る
は
涙
ぞ 

  

長
満
た
き 

 

あ
を
に
よ
し
都
の
桜
ま
た
見
え
ず
今
は
心
の
中
空
の
花 

 

奈
良
の
寺
仏
の
光
な
つ
か
し
く
流
る
る
水
の
上
方
の
影 

  

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）
の
歌
会
・
歌
合 

 

二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
七
日 

起
筆 

二
〇
一
一
年
十
二
月
十
二
日 

公
開 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

  

『
平
成
新
撰
和
歌
六
帖
』 

 

（
へ
い
せ
い
し
ん
せ
ん
わ
か
ろ
く
じ
ょ
う
） 

■ 

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
出
題 

平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
判 

出
題
者
：
長
満
た
き 

青
柳
香
織 

判
者
：
衆
議
判 

■ 

題 

歳
時 

天 

山 

田 

野 

都 

田
舎 

宅 

人 

仏
事 

水 

恋 

祝 

別 

雑
思 

服
飾 

色 

錦
綾 

草 

虫 

木 

鳥 

『
新
撰
和
歌
六
帖
』（1

2
4
3

）
に
な
ら
い
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
椎
名
町
歌
合
』 

 

（
し
い
な
ま
ち
う
た
あ
わ
せ
） 

■ 

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
二
日
即
詠 

出
題
者
：
番
園
未
奈 

判
者
：
武
田
あ
さ
ゑ 

長
屋
せ
ら 

■ 
題 

述
懐 

東
京
は
椎
名
町
に
寄
せ
て
述
懐
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 
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『
湊
川
恋
歌
合
』 

 

（
み
な
と
が
わ
こ
い
う
た
あ
わ
せ
） 

■ 

平
成
二
十
二
年
五
月
十
五
日
出
題 

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
判 

出
題
者
：
長
屋
せ
ら 

判
者
：
青
柳
香
織 

■ 

題 

寄
松
恋 

寄
竹
恋 

寄
梅
恋 

松
竹
梅
に
寄
せ
て
恋
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
平
成
新
詠
天
徳
内
裏
歌
合
』 

 

（
へ
い
せ
い
し
ん
え
い
て
ん
と
く
だ
い
り
う
た
あ
わ
せ
） 

■ 

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
出
題 

平
成
二
十
二
年
二
月
五
日
判 

原
主
催
・
出
題
者
：
村
上
天
皇 

原
判
者
：
藤
原
実
頼 

出
題
者
：
長
満
た
き 

伊
田
小
春 

楽
満
小
花 

判
者
：
衆
議
判 

■ 

題 

霞 

鴬 

柳 

桜 

款
冬 

藤 

暮
春 

首
夏 

郭
公 

卯
花 

夏
草 

恋 

「
皆
そ
の
用
ふ
る
所
は
金
銀
沈
香
等
の
類
に
あ
ら
ざ
る
な
し
」
の
記
録
に
よ
っ

て
史
上
最
も
煌
び
や
か
な
歌
合
と
言
わ
れ
る
『
天
徳
内
裏
歌
合
』
（9

6
0

）
に
な

ら
い
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。
衣
装
の
み
、
春
の
桜
重
ね
（
左
方
）
と
夏
の
柳
重

ね
（
右
方
）
が
再
現
さ
れ
た
。
金
銀
の
州
浜
は
和
紙
に
よ
り
模
さ
れ
た
。 

  

『
新
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』 

  

二
〇
一
一
年
二
月
五
日
～
十
三
日 

開
催 

 

二
〇
一
一
年
二
月
十
四
日 

文
字
記
録
起
筆 

 

二
〇
一
一
年
十
月
十
六
日 

更
新 

 

二
〇
一
一
年
十
二
月
十
二
日 

公
開 

 

二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
七
日 

動
画
制
作
開
始 

 

二
〇
一
三
年
二
月
十
日 

動
画
公
開 

 

二
〇
一
六
年
十
月
二
十
九
日 

更
新 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。（
全
歌
判
を
掲
載
。） 

  

寄
「
聞
香
」
共
感
覚
歌
合 

  
二
〇
一
一
年
三
月
五
日 

開
催 

 

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
三
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
六
日 

最
終
更
新 
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別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

寄
「
泌
色
」
共
感
覚
歌
合 

  

二
〇
一
一
年
三
月
十
九
日 

開
催 

 

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
三
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
六
日 
最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

東
日
本
大
震
災
追
悼
和
歌 

  

二
〇
一
一
年
三
月
二
十
日 

起
筆
、
公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

 

歌
題 

 

■
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
よ
り
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
被
災
地

の
地
名
や
名
所
を
伝
統
和
歌
に
詠
み
、
読
み
仮
名
を
付
け
、
私
岩
崎
に
メ
ー
ル

し
て
下
さ
い
。
現
在
、
以
下
の
都
道
府
県
の
歌
の
み
募
集
中
。
随
時
追
加
予
定
。 

（
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
） 

■
和
歌
を
詠
む
こ
と
。
基
本
的
に
古
歌
に
あ
る
大
和
言
葉
と
伝
統
的
詠
法
を
用

い
る
こ
と
。
明
ら
か
な
近
現
代
短
歌
の
募
集
は
し
な
い
予
定
だ
が
、
音
読
地
名

や
カ
タ
カ
ナ
地
名
な
ど
の
特
殊
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

■
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
い
る
が
、
被
災
者
へ
の
挽
歌
で
あ
る
必
要
は

な
い
。
東
北
地
方
の
地
名
や
自
然
を
題
と
し
て
い
れ
ば
よ
い
。 

■
歌
枕
で
あ
る
東
北
の
地
名
は
、
な
る
べ
く
伝
統
的
詠
法
に
従
う
こ
と
。（
例
：

岩
手
山
・
宮
城
野
・
雄
島
な
ど
） 

■
地
名
表
記
と
主
要
駅
名
表
記
が
異
な
る
自
治
体
は
、
詠
む
内
容
に
よ
っ
て
使

い
分
け
る
こ
と
。（
例
：
一
関
市
の
一
ノ
関
駅
） 

■
「
ノ
」
や
「
ケ
」
を
正
式
表
記
と
す
る
地
名
や
自
治
体
名
は
、
な
る
べ
く
正

式
表
記
に
従
う
こ
と
。（
例
：
霞
ケ
浦
、
一
ノ
関
） 

■
有
意
の
歌
語
と
し
て
成
り
立
た
な
い
自
治
体
名
（
歴
史
的
意
義
を
持
た
ず
、

操
作
的
に
付
け
ら
れ
た
も
の
）
は
、
自
由
に
和
歌
に
取
り
込
ん
で
解
釈
し
て
よ

い
。（
例
：
「
小
川
町
」
「
美
野
里
町
」
「
玉
里
村
」
の
頭
一
文
字
を
羅
列
し
て
作

ら
れ
た
「
小
美
玉
市
」
の
「
玉
」
に
枕
詞
「
白
露
の
」
を
冠
し
て
歌
枕
的
歌
語

と
見
せ
か
け
る
、
な
ど
。） 

歌
一
覧 

 

裃
ち
の
子
の
歌 

 
花
巻
の
岸
に
玉
巻
き
飛
ぶ
蛍
あ
く
が
る
る
人
の
光
な
る
ら
ん 

（
は
な
ま
き
の 

き
し
に
た
ま
ま
き 

と
ぶ
ほ
た
る 

あ
く
が
る
る
ひ
と
の 

ひ
か
り
な
る
ら
ん
） 
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夢
う
つ
つ
幻
を
見
ば
よ
か
ら
ま
し
榴
ケ
岡
の
野
辺
の
白
雲 

（
ゆ
め
う
つ
つ 

ま
ぼ
ろ
し
を
み
ば 

よ
か
ら
ま
し 

つ
つ
じ
が
お
か
の 

の

べ
の
し
ら
く
も
） 

 

青
柳
香
織
の
歌 

 

彦
星
に
逢
は
ん
あ
の
世
の
七
夕
や
七
ケ
浜
打
つ
波
の
い
と
ま
に 

（
ひ
こ
ぼ
し
に 

あ
は
ん
あ
の
よ
の 

た
な
ば
た
や 

し
ち
が
は
ま
う
つ 

な

み
の
い
と
ま
に
） 

 

人
思
ふ
心
は
つ
ひ
に
岩
手
山
や
ま
ぬ
大
な
ゐ
ば
か
り
声
し
て 

（
ひ
と
お
も
ふ 

こ
こ
ろ
は
つ
ひ
に 

い
は
て
や
ま 

や
ま
ぬ
お
お
な
ゐ 

ば

か
り
こ
ゑ
し
て
） 

 

岩
崎
純
一
の
歌 

 

忘
れ
あ
へ
ず
岸
寄
る
波
の
う
つ
せ
み
に
消
え
し
宮
城
の
荒
浜
の
沖 

（
わ
す
れ
あ
へ
ず 

き
し
よ
る
な
み
の 

う
つ
せ
み
に 

き
え
し
み
や
ぎ
の 

あ
ら
は
ま
の
お
き
） 

 

花
に
似
る
人
の
み
じ
か
さ
岩
沼
に
そ
れ
も
ま
こ
と
の
弥
生
月
か
な 

（
は
な
に
に
る 

ひ
と
の
み
じ
か
さ 

い
は
ぬ
ま
に 

そ
れ
も
ま
こ
と
の 

や

よ
ひ
づ
き
か
な
） 

 

八
重
波
の
ち
ぎ
ら
ん
夜
の
心
だ
に
岩
手
か
れ
し
や
荒
波
の
袖 

（
や
へ
な
み
の 

ち
ぎ
ら
ん
よ
る
の 

こ
こ
ろ
だ
に 

い
は
て
か
れ
し
や 

あ

ら
な
み
の
そ
で
） 

 

心
に
は
な
ほ
面
影
を
と
ど
め
た
る
我
が
女
川
の
夜
半
の
景
色
よ 

（
こ
こ
ろ
に
は 

な
ほ
お
も
か
げ
を 

と
ど
め
た
る 

わ
が
を
な
が
は
の 

よ

は
の
け
し
き
よ
） 

 

ぬ
ば
た
ま
の
そ
の
黒
髪
の
若
林
今
や
待
つ
夜
の
永
遠
の
長
浜 

（
ぬ
ば
た
ま
の 

そ
の
く
ろ
か
み
の 

わ
か
ば
や
し 

い
ま
や
ま
つ
よ
の 

と

は
の
な
が
は
ま
） 

 

太
白
の
波
の
別
れ
の
ま
た
夜
半
の
な
ご
り
に
消
え
し
く
れ
な
ゐ
の
袖 

（
た
い
は
く
の 

な
み
の
わ
か
れ
の 

ま
た
よ
は
の 

な
ご
り
に
き
え
し 

く

れ
な
ゐ
の
そ
で
） 

 

あ
り
し
頃
青
葉
の
奥
の
に
ほ
ふ
影
に
散
り
の
命
を
誰
が
定
め
け
ん 

（
あ
り
し
こ
ろ 

あ
を
ば
の
お
く
の 

に
ほ
ふ
か
げ
に 

ち
り
の
い
の
ち
を 

た
が
さ
だ
め
け
ん
） 

 

大
津
波
あ
へ
な
き
も
の
を
一
ノ
関
袖
の
別
れ
は
な
ど
つ
ら
か
ら
ん 
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（
お
お
つ
な
み 

あ
へ
な
き
も
の
を 

い
ち
の
せ
き 

そ
で
の
わ
か
れ
は 

な

ど
つ
ら
か
ら
ん
） 

 

涙
川
広
瀬
名
取
の
落
ち
合
ひ
に
津
波
片
敷
く
橋
姫
の
袖 

（
な
み
だ
が
は 
ひ
ろ
せ
な
と
り
の 

お
ち
あ
ひ
に 

つ
な
み
か
た
し
く 

は

し
ひ
め
の
そ
で
） 

 

我
が
胸
の
奥
松
島
の
夕
暮
れ
に
焼
く
や
焦
が
れ
の
塩
竈
の
浜 

（
わ
が
む
ね
の 

お
く
ま
つ
し
ま
の 

ゆ
ふ
ぐ
れ
に 

や
く
や
こ
が
れ
の 

し

ほ
が
ま
の
は
ま
） 

 

三
陸
の
岸
の
つ
づ
ら
の
恋
道
に
人
よ
り
は
や
き
久
慈
の
白
波 

（
さ
ん
り
く
の 

き
し
の
つ
づ
ら
の 

こ
ひ
み
ち
に 

ひ
と
よ
り
は
や
き 

く

じ
の
し
ら
な
み
） 

 

大
波
に
折
る
る
宮
古
の
八
重
桜
い
に
し
昔
の
九
重
を
見
し 

（
お
ほ
な
み
に 

お
る
る
み
や
こ
の 

や
へ
ざ
く
ら 

い
に
し
む
か
し
の 

こ

こ
の
へ
を
み
し
） 

 

叶
ひ
終
へ
し
恋
の
袂
の
古
川
に
そ
の
人
も
亡
き
今
の
新
傷 

（
か
な
ひ
お
へ
し 

こ
ひ
の
た
も
と
の 

ふ
る
か
は
に 

そ
の
ひ
と
も
な
き 

い
ま
の
あ
ら
き
ず
） 

 

八
重
の
戸
を
た
た
く
水
鶏
の
八
戸
に
ち
ぎ
る
命
を
破
る
白
波 

（
や
へ
の
と
を 

た
た
く
く
ひ
な
の 

は
ち
の
へ
に 

ち
ぎ
る
い
の
ち
を 

や

ぶ
る
し
ら
な
み
） 

 

波
重
き
弥
生
の
海
の
あ
と
の
夜
に
津
軽
竜
飛
の
白
雪
の
空 

（
な
み
お
も
き 

や
よ
ひ
の
う
み
の 

あ
と
の
よ
に 

つ
が
る
た
っ
ぴ
の 

し

ら
ゆ
き
の
そ
ら
） 

 

下
北
の
海
女
の
袂
の
下
燃
え
を
消
ち
し
津
波
の
沼
の
霜
枯
れ 

（
し
も
き
た
の 

あ
ま
の
た
も
と
の 

し
た
も
え
を 

け
ち
し
つ
な
み
の 

ぬ

ま
の
し
も
が
れ
） 

 

大
槌
の
浪
打
つ
声
の
夕
羽
振
り
越
ゆ
る
千
鳥
の
釜
石
の
空 

（
お
お
つ
ち
の 

な
み
う
つ
こ
ゑ
の 

ゆ
ふ
は
ぶ
り 

こ
ゆ
る
ち
ど
り
の 

か

ま
い
し
の
そ
ら
） 

 

櫂
と
波
と
か
た
み
に
越
え
し
大
船
渡
そ
れ
も
昔
の
海
の
勝
ち
鬨 

（
か
ひ
と
な
み
と 

か
た
み
に
こ
え
し 

お
お
ふ
な
と 

そ
れ
も
む
か
し
の 

う
み
の
か
ち
ど
き
） 

 
桜
月
の
幾
巡
る
と
も
気
仙
沼
消
さ
む
思
ひ
の
胸
の
高
田
は 

（
あ
う
げ
つ
の 

い
く
め
ぐ
る
と
も 

け
せ
ん
ぬ
ま 

け
さ
む
お
も
ひ
の 

む

ね
の
た
か
だ
は
） 
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や
が
て
降
る
南
三
陸
北
時
雨
志
津
川
湾
の
袖
の
か
た
み
に 

（
や
が
て
ふ
る 

み
な
み
さ
ん
り
く 

き
た
し
ぐ
れ 

し
づ
が
は
わ
ん
の 

そ

で
の
か
た
み
に
） 

 

陸
奥
も
み
ゆ
き
に
慣
る
る
今
の
世
ぞ
多
賀
は
名
の
み
の
伊
達
に
あ
る
ま
じ 

（
み
ち
の
く
も 

み
ゆ
き
に
な
る
る 

い
ま
の
よ
ぞ 

た
が
は
な
の
み
の 

だ

て
に
あ
る
ま
じ
） 

 

幻
や
福
な
き
島
と
思
ふ
空
に
む
な
し
き
塵
は
富
岡
の
色 

（
ま
ぼ
ろ
し
や 

ふ
く
な
き
し
ま
と 
お
も
ふ
そ
ら
に 

む
な
し
き
ち
り
は 

と
み
お
か
の
い
ろ
） 

 

沖
つ
国
朝
の
日
立
の
東
雲
に
遠
か
り
が
ね
の
な
き
声
を
聞
く 

（
お
き
つ
く
に 

あ
さ
の
ひ
た
ち
の 

し
の
の
め
に 

と
お
か
り
が
ね
の 

な

き
ご
え
を
き
く
） 

 

花
さ
そ
ふ
霞
ケ
浦
の
朝
風
も
潮
来
行
方
や
が
て
吹
く
ら
ん 

（
は
な
さ
そ
ふ 

か
す
み
が
う
ら
の 

あ
さ
か
ぜ
も 

い
た
こ
な
め
が
た 
や

が
て
ふ
く
ら
ん
） 

 

白
露
の
袖
お
き
ま
よ
ふ
小
美
玉
に
弥
生
の
の
ち
の
茨
を
ぞ
見
る 

（
し
ら
つ
ゆ
の 

そ
で
お
き
ま
よ
ふ 

お
み
た
ま
に 

や
よ
ひ
の
の
ち
の 

い

ば
ら
を
ぞ
み
る
） 

 

駒
と
め
て
見
れ
ば
涙
を
は
ら
ふ
袖
雪
の
相
馬
の
松
川
の
浦 

（
こ
ま
と
め
て 

み
れ
ば
な
み
だ
を 

は
ら
ふ
そ
で 

ゆ
き
の
さ
う
ま
の 

ま

つ
か
わ
の
う
ら
） 

 

宮
城
野
の
そ
の
し
き
な
み
の
し
く
し
く
に
う
つ
つ
の
原
の
か
な
し
さ
を
聞
く 

（
み
や
ぎ
の
の 

そ
の
し
き
な
み
の 

し
く
し
く
に 

う
つ
つ
の
は
ら
の 

か

な
し
さ
を
き
く
） 

  

寄
「
見
音
」
共
感
覚
歌
合 

  

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
三
日 

開
催 

 

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
三
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
六
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  
寄
「
匂
色
」
共
感
覚
歌
合 

  

二
〇
一
一
年
五
月
十
五
日 

開
催 
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二
〇
一
一
年
五
月
二
十
三
日 

公
開 

 
二
〇
一
六
年
九
月
十
六
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

岡
山
県
巫
女
特
別
協
力
資
料
（
四
） 

『
日
本
旧
派
歌
道
流
派
総
覧
』 

-  

旧
派
歌
道
・
歌
学
の
流
派
・
家
元
・
宗
匠
・
師
範
・
団
体
の
総
覧 

- 

旧
吉
備
王
国
（
郷
里
岡
山
県
お
よ
び
兵
庫
県
、
広
島
県
、
山
口
県
な
ど
山
陽
地

方
）
系
巫
女
神
道
・
巫
女
歌
道 

令
和
新
時
代 

最
終
協
力
版 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

岡
山
県
巫
女
特
別
協
力
資
料
の
全
資
料
の
参
考
文
献 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

東
日
本
大
震
災
追
悼
和
歌
を
掲
載 

  

二
〇
一
一
年
八
月
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
三
十
日
追
記
：
リ
ン
ク
先
の
旧
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
は
『
前

週
』
に
収
録
。） 

 

サ
イ
ト
に
以
下
の
よ
う
な
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
み
ま
し
た
。
和
歌
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
被
災
地
出
身
の
歌
人
さ
ん
は
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
が
。 

 

和
歌
で
最
も
大
切
な
の
は
心
・
感
性
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
と

収
集
が
つ
か
な
い
の
で
、
一
応
、「
必
ず
被
災
地
の
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
伝
統
和

歌
」
と
い
う
制
約
を
設
け
て
い
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
追
悼
和
歌 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/w

a
k

a
/h

ig
a

sh
in

ih
o
n

_
w

a
k

a
.h

tm
l 

 

（
右
の
写
真
は
、
あ
ま
り
関
係
な
い
で
す
が
、
私
の
折
っ
た
折
り
紙
で
す
。） 

 ------- 

  

震
災
以
来
、「
人
生
の
終
わ
り
を
目
前
に
し
た
人
間
が
咄
嗟
に
発
す
る
言
葉
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
自
分
の
中
で
増
え
て
い
る
。
人
生
の
最

期
に
発
し
た
り
書
い
た
り
し
た
言
葉
が
英
語
で
あ
っ
た
被
災
者
が
い
た
現
実
を

見
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

 
偶
然
に
も
死
の
直
前
に
英
語
を
話
し
て
い
て
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
助
け
を
求
め
る
際
、
咄
嗟
に
「
ヘ
ル
プ
！
（H

E
L

P

！
）
」

と
言
っ
た
り
、
運
動
場
や
地
面
に
そ
う
大
き
く
書
い
た
り
し
て
い
た
光
景
が
今
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も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
同
じ
我
々
日
本
人
（
特
に
未
被
災
地

の
日
本
人
）
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
言
葉
だ
っ
た
。 

 

英
語
と
そ
の
文
字
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
と
て
も

合
理
的
で
分
か
り
や
す
く
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
画
数
は
漢
字
に
比
べ
て
少
な

い
こ
と
も
あ
り
、
迅
速
な
救
援
を
呼
び
込
む
に
は
適
切
な
言
葉
や
文
字
だ
と
思

う
。
一
方
で
、
少
し
落
ち
着
い
た
今
、
個
人
的
に
は
、
津
波
に
の
ま
れ
な
が
ら

頭
の
中
で
辞
世
の
和
歌
を
詠
ん
で
亡
く
な
っ
た
被
災
者
が
一
人
で
も
二
人
で
も

多
く
い
な
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
そ
ん
な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
毎

日
で
も
あ
る
。 

 

死
者
が
一
万
五
千
人
を
超
え
て
い
る
か
ら
、
和
歌
（
古
語
と
ま
で
行
か
な
く

と
も
詩
や
短
歌
）
を
詠
ん
で
亡
く
な
っ
た
人
も
十
分
に
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
。
も
し
一
人
で
も
そ
う
い
う
方
が
い
れ
ば
、
こ
こ
で
詠
ん
で
み
た
和
歌
や
、

こ
こ
最
近
ブ
ロ
グ
で
書
い
て
い
る
様
々
な
こ
と
も
、
無
駄
で
は
な
く
、
少
し
は

明
る
い
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
。 

  

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
歌
会
・
歌
合 

 

二
〇
一
一
年
十
月
十
六
日 

起
筆 

二
〇
一
一
年
十
二
月
十
二
日 

公
開 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

 

『
新
詠
建
久
百
首
和
歌
』 

 

（
し
ん
え
い
け
ん
き
ゅ
う
ひ
ゃ
く
し
ゅ
わ
か
） 

■ 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
出
題 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
判 

原
主
催
・
出
題
者
：
九
条
良
経 

原
判
者
：
藤
原
俊
成 

出
題
者
：
園
井
長
光 

岩
崎
純
一 

衆
議
判 

■ 

題 

 

春 

元
日
宴 

余
寒 

春
水 

若
草 

春
弓 

野
遊 

雉 

雲
雀 

遊
糸 

春
曙 

遅
日 

春
山 

春
庭 

蛙 

残
春 

 

夏 

新
樹 

夏
草 

鵜
河 

夏
祭 

夏
夜 

夏
衣 

扇 

夕
顔 

晩
立 

蝉 

 

秋 

残
暑 

七
夕 

稲
妻 

鶉 

野
分 

秋
雨 

秋
夕 

秋
田 

鴫 

秋
池
眺
望 

蔦 

柞 

菊 

秋
霜 

暮
秋 

 

冬 

落
葉 

残
菊 

枯
野 

霙 

鷹
狩 

冬
朝 

寒
松 

椎
柴 

衾 

仏
名 

 

恋 

初
恋 

忍
恋 

聞
恋 

見
恋 

尋
恋 

祈
恋 

契
恋 

待
恋 

遇
恋 

別
恋 

顕
恋 

稀
恋 

絶
恋 

怨
恋 

旧
恋 

暁
恋 

朝
恋 

昼
恋 

夕
恋 

夜
恋 

老
恋 
幼
恋 

遠
恋 

近
恋 

旅
恋 

寄
月
恋 

寄
雲
恋 

寄
風
恋 

寄
雨
恋 

寄
煙
恋 
寄
山
恋 

寄
海
恋 

寄
河
恋 

寄
関
恋 

寄
橋
恋 

寄
草
恋 

寄
木
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恋 

寄
鳥
恋 

寄
獣
恋 

寄
虫
恋 

寄
笛
恋 

寄
琴
恋 

寄
絵
恋 

寄
衣
恋 

寄
席
恋 

寄
遊
女
恋 

寄
傀
儡
恋 

寄
海
人
恋 

寄
樵
人
恋 

寄
商
人
恋 

通
称
『
六
百
番
歌
合
』
と
し
て
名
高
い
『
左
大
将
家
百
首
歌
合
』（1

1
9

3

）
に
な

ら
い
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

た
だ
し
、
限
局
さ
れ
た
歌
枕
や
宮
廷
祭
祀
を
含
む
「
賭
射
・
志
賀
山
越
・
三
月

三
日
・
賀
茂
祭
・
乞
巧
奠
・
広
沢
池
眺
望
・
九
月
九
日
・
野
行
幸
」
は
改
題
さ

れ
た
。 

恋
の
五
十
題
は
そ
の
ま
ま
出
題
さ
れ
た
。 

 

『
平
成
初
花
女
達
歌
合
』 

 

（
へ
い
せ
い
は
つ
は
な
お
ん
な
た
ち
う
た
あ
わ
せ
） 

■ 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日
出
題 

平
成
二
十
三
年
十
月
十
六
日
判 

原
主
催
者
：
藤
原
通
宗 

原
判
者
：
藤
原
通
俊 

出
題
者
：
武
田
あ
さ
ゑ 

判
者
：
長
満
た
き 

岩
崎
純
一 

■ 

題 

春
駒 

桜 

子
規 

水
鶏 

萩 

月 

鴛 

雪 

恋 

祝 

『
若
狭
守
通
宗
朝
臣
女
子
達
歌
合
』（1

0
8

6

）
に
な
ら
い
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
八
丁
堀
桜
川
恋
歌
合
』 

 

（
は
っ
ち
ょ
う
ぼ
り
さ
く
ら
が
わ
こ
い
う
た
あ
わ
せ
） 

■ 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
日
即
詠 

出
題
者
：
長
満
た
き 

衆
議
判 

■ 

題 

寄
桜
恋 

寄
川
恋 

江
戸
は
八
丁
堀
桜
川
に
寄
せ
て
恋
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
江
戸
川
橋
恋
二
帖
』 

 

（
え
ど
が
わ
ば
し
こ
い
に
じ
ょ
う
） 

■ 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
即
詠 

出
題
者
：
長
満
た
き 

衆
議
判 

■ 

題 

寄
橋
恋 

江
戸
は
江
戸
川
橋
に
寄
せ
て
恋
を
詠
む
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

『
新
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』 

 
（
し
ん
み
な
せ
こ
い
じ
ゅ
う
ご
し
ゅ
う
た
あ
わ
せ
） 

  

●
『
新
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』
全
歌
（
和
歌
の
み
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
版
） 
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●
『
新
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』
全
歌
判
（
和
歌
と
解
説
、P

D
F

版
） 

 
●
『
新
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』
の
動
画
（w

m
v, 

約
十
一
分, 

約5
0

M
B

） 

  

●Y
o
u

T
u

b
e

で
も
紹
介
。 

  

■ 

平
成
二
十
三
年
一
月
八
日
出
題 

平
成
二
十
三
年
二
月
五
日
～
十
三
日
判 

原
出
題
者
：
後
鳥
羽
院 

原
判
者
：
藤
原
俊
成 

出
題
者
：
戸
井
留
子 

判
者
：
戸
井
留
子 

■ 

題 

春
恋 

夏
恋 

秋
恋 

冬
恋 

暁
恋 

暮
恋 
羇
中
恋 

山
家
恋 

故
郷
恋 

旅
泊
恋 

関
路
恋 

海
辺
恋 

河
辺
恋 

寄
雨
恋 

寄
風
恋 

『
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』（
一
二
〇
二
）
に
な
ら
い
恋
の
歌
を
詠
む
こ
と
と
さ

れ
た
。 

  

『
王
朝
女
流
和
歌
唱
和 

式
子
内
親
王
』 

  

二
〇
一
一
年
十
一
月
六
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

◆
題 

 

次
の
歌
に
唱
和
す
る
こ
と
。 

 

式
子
内
親
王 

さ
か
づ
き
に
春
の
涙
を
そ
そ
ぎ
け
る
昔
に
似
た
る
旅
の
ま
ど
ゐ
に 

 

◆
詠
進
歌
一
覧 

 

長
満
た
き 

さ
か
づ
き
に
た
ま
る
涙
の
真
澄
鏡
う
つ
る
昔
の
月
の
面
影 

 

戸
井
留
子 

そ
そ
ぎ
に
き
春
の
契
り
は
昔
に
て
秋
の
袂
に
あ
だ
の
涙
を 

 

裃
ち
の
子 

面
影
の
腕
の
ま
ど
ゐ
の
中
の
身
は
今
の
涙
の
春
の
さ
か
づ
き 

 

武
田
あ
さ
ゑ 

さ
か
づ
き
に
映
る
お
ぼ
ろ
の
昔
ま
で
か
へ
ら
ば
氷
か
へ
ら
ぬ
も
今 

 

青
柳
香
織 

さ
か
づ
き
の
涙
に
花
を
浮
か
べ
に
き
ひ
と
よ
添
へ
る
は
面
影
の
色 

 

伊
田
小
春 



『岩崎純一全集』第九十二巻「芸術、文化、言語、文学（三の二）」 

17 

 

さ
か
づ
き
に
今
は
身
を
知
る
雨
落
ち
て
あ
ふ
れ
て
夢
の
浮
橋
の
き
は 

 
岩
崎
純
一 

世
は
情
け
旅
も
さ
か
づ
き
ま
ど
ゐ
せ
ん
さ
れ
ど
庵
の
道
連
れ
も
な
し 

   

私
の
和
歌
人
生
史
、
平
成
日
本
に
お
け
る
伝
統
和
歌
の
現
状
（
そ
の
一
） 

  

二
〇
一
一
年
十
一
月
十
四
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
三
十
日
追
記
：
リ
ン
ク
先
の
旧
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
は
『
前

週
』
に
収
録
。
） 

 

■
私
の
和
歌
ペ
ー
ジ
（
参
照
） 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/w

a
k

a
/ 

 

 

 

■
現
在
ま
で
の
和
歌
詠
進
先
の
お
お
ま
か
な
分
類 

  

私
が
古
語
を
用
い
た
伝
統
和
歌
を
詠
み
始
め
た
の
は
、
厳
密
に
は
中
学
生
の

頃
で
、
そ
の
頃
か
ら
、「
自
分
の
母
語
で
あ
る
日
本
語
の
美
意
識
」
や
「
日
本
人

の
自
然
観
・
動
植
物
観
」
と
い
う
も
の
に
懐
古
や
憧
憬
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

て
お
り
、「
な
ら
ば
自
分
で
和
歌
を
詠
む
し
か
な
い
」
と
勝
手
な
が
ら
思
い
立
っ

た
の
で
あ
っ
た
。 

 

中
高
時
代
に
、「
な
ん
だ
か
岩
崎
君
は
和
歌
が
好
き
そ
う
だ
か
ら
、
や
り
な
さ

い
」
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
教
師
か
ら
「
校
内
百
人
一
首
大
会
運
営
委
員
」

な
る
も
の
に
就
か
さ
れ
、
司
会
ば
か
り
や
っ
て
札
取
り
に
参
加
で
き
ず
、「
司
会

は
嫌
だ
が
、
和
歌
は
好
き
だ
」
と
思
っ
た
経
験
も
今
は
懐
か
し
く
、
気
づ
け
ば

十
数
年
が
経
っ
た
。 
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私
は
現
代
短
歌
も
詠
む
が
、
こ
れ
ま
で
詠
ん
だ
短
歌
の
九
割
以
上
が
伝
統
和

歌
で
あ
り
、
現
在
、
私
が
伝
統
和
歌
を
詠
進
し
て
い
る
歌
会
は
、
お
お
ま
か
に

分
け
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 (

一) 

ネ
ッ
ト
上
の
短
歌
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
へ
の
詠
進
（「
詠
進
」
と
い
う
よ

り
は
「
投
稿
」
だ
が
。） 

(

二) 

和
歌
愛
好
家
ど
う
し
で
詠
み
合
い
・
返
歌
の
し
合
い
、
和
歌
愛
好
家
作
成

の
和
歌
専
門
サ
イ
ト
へ
の
詠
進
・
投
稿 

(

三) 

神
社
の
巫
女
の
私
的
歌
会
へ
の
詠
進 

(

四) 

花
街
の
芸
妓
・
舞
妓
な
ど
の
私
的
歌
会
へ
の
詠
進
（
い
わ
ゆ
る
旧
遊
廓
と

し
て
の
花
街
の
娼
妓
の
こ
と
で
は
な
く
、
芸
道
を
伝
承
す
る
芸
妓
な
ど
の
こ
と
） 

(

五) 

自
分
で
理
想
の
ミ
ニ
伝
統
和
歌
会
を
開
催 

  (

一) 

ネ
ッ
ト
上
の
短
歌
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
へ
の
詠
進 

  

私
も
、
大
抵
の
サ
イ
ト
は
眺
め
た
り
登
録
し
た
り
し
て
み
た
。 

 

特
徴
と
し
て
は
、
そ
の
全
て
が
近
現
代
短
歌
の
サ
イ
ト
で
、
か
な
り
気
軽
に

登
録
・
利
用
で
き
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
自
体
は
、
短
歌
文
化
が
広
ま
る
た
め
の

利
点
で
あ
る
と
感
じ
る
し
、
賞
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、「
五
七
五

七
七
形
式
で
あ
る
こ
と
」
以
外
に
「
ル
ー
ル
」
と
呼
べ
る
も
の
を
設
け
て
い
な

い
た
め
、
い
わ
ば
「m

ix
i

の
短
歌
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
よ
う
な
サ
イ
ト
が
乱
立
、

多
く
の
場
合
、
商
業
化
・
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
短
歌
に
関

す
る
文
学
上
の
議
論
が
主
眼
で
は
な
い
サ
イ
ト
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

登
録
者
に
お
け
る
伝
統
和
歌
詠
進
者
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
、「
う
た
の
わ
」

と
い
う
サ
イ
ト
で
、
こ
こ
で
は
ネ
ッ
ト
上
で
良
質
の
歌
会
を
開
催
で
き
る
が
、

そ
れ
で
も
、
あ
く
ま
で
気
軽
さ
が
コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
言
え
る
。 

  (

二) 

和
歌
愛
好
家
ど
う
し
で
詠
み
合
い
・
返
歌
の
し
合
い
、
和
歌
愛
好
家
作
成

の
和
歌
専
門
サ
イ
ト
へ
の
詠
進 

  

伝
統
和
歌
に
限
れ
ば
、
「
投
稿
」
の
形
式
を
と
る
も
の
は
、(

二)

の
よ
う
な
趣

味
の
高
じ
た
個
人
作
成
の
和
歌
サ
イ
ト
以
外
に
は
存
在
せ
ず
、
ほ
ぼ
全
て
が
、

学
者
・
研
究
者
向
け
に
大
学
等
が
運
営
す
る
「
閲
覧
・
鑑
賞
・
研
究
の
た
め
の

和
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
当
に
和
歌
を
詠

み
合
う
な
ど
の
人
的
交
流
は
、
も
っ
ぱ
ら
在
野
の
和
歌
愛
好
家
の
活
動
に
任
さ

れ
て
い
る
。 

 

む
ろ
ん
、
有
名
な
和
歌
集
（
万
葉
集
・
古
今
集
・
新
古
今
集
な
ど
）
の
多
く

は
電
子
デ
ー
タ
化
・
公
開
さ
れ
て
お
り
、
一
応
は
国
民
が
誰
で
も
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
有
意
義
だ
と
思
う
。 

 

た
だ
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
に
は
、
大
学
等
の
学
術
機
関
や
プ
ロ
の
和
歌

研
究
者
が
共
同
で
「
ラ
イ
ス
ワ
ー
ク
（rice

w
o
rk

・
職
業
）」
と
し
て
作
成
し
た

も
の
よ
り
も
、
個
人
の
和
歌
愛
好
家
た
ち
が
骨
身
と
自
費
を
削
っ
て
「
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
（life

w
o
rk

）」
と
し
て
作
成
し
た
も
の
の
ほ
う
が
質
が
高
い
と
感
じ
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
私
は
両
者
を
参
考
に
し
て
い
る
。 
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現
在
で
は
、
和
歌
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
・
人
生
と
し
て
和

歌
を
詠
む
人
は
皆
無
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
代
短
歌
を
生
業
と
す

る
人
は
存
在
す
る
が
、
伝
統
和
歌
を
生
業
と
す
る
人
は
皆
無
と
思
わ
れ
る
。 

 

前
者
で
あ
っ
て
も
、
短
歌
の
詠
進
そ
の
も
の
で
生
活
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
流
行
の
言
葉
を
用
い
た
短
歌
の
出
版
物
な
ど
、
自
作
短
歌
を
売
る
た
め
の

商
業
的
発
想
に
乗
っ
て
新
風
を
起
こ
さ
な
い
限
り
、
短
歌
だ
け
で
胃
袋
を
満
た

せ
る
と
は
い
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
多
く
の
場
合
、
職
業
は
「
歌
人
」

と
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。 

 

完
全
に
在
野
の
和
歌
研
究
者
の
作
成
で
、
私
が
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
サ
イ

ト
の
一
つ
が
、
水
垣
久
氏
の
「
や
ま
と
う
た
」
と
い
う
サ
イ
ト
で
、
私
も
以
前
、

「
海
松
純
」
の
雅
名
で
氏
の
ネ
ッ
ト
歌
会
『
花
筵
百
首
題
』
に
参
加
し
、
私
の

詠
進
歌
百
首
が
水
垣
氏
に
よ
っ
て
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
水
垣
氏
の
歌
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
千
首
近
く
を
集
め
て
い
る
。 

 h
ttp

://w
w

w
.a

sa
h

i-n
e
t.o

r.jp
/~

sg
2
h

-y
m

st/b
b

s/ju
_
h

1
0
0

_
sp

0
1

.h
tm

l 

 

 

 (

三) 

神
社
の
巫
女
の
私
的
歌
会
へ
の
詠
進 

(

四) 

花
街
の
芸
妓
・
舞
妓
な
ど
の
私
的
歌
会
へ
の
詠
進 

  
(

三)(

四)

に
つ
い
て
は
、
私
が
著
書
・
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
に
書
い
た
「
和
歌
と

共
感
覚
」
の
話
な
ど
を
ご
覧
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
交
流
の
始
ま
っ
た
、

今
も
日
本
の
伝
統
文
化
と
深
い
縁
の
あ
る
生
活
を
さ
れ
て
い
る
神
社
の
巫
女
さ

ん
や
花
街
の
芸
妓
さ
ん
な
ど
の
歌
会
へ
の
詠
進
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
歌
会
は
、
神
宮
や
大
社
、
そ
の
他
い
わ
ゆ
る
明
治
の
「
近
代
社
格

制
度
」
に
お
い
て
上
級
の
官
社
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
神
社
の
巫
女
さ
ん
や
、
か

ろ
う
じ
て
東
京
・
京
都
・
石
川
な
ど
に
残
る
花
街
の
芸
妓
た
ち
（
旧
遊
廓
の
娼

妓
の
こ
と
で
は
な
い
）
が
、
普
段
の
巫
女
・
芸
妓
の
仕
事
と
は
別
に
、
完
全
な
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趣
味
サ
ー
ク
ル
と
し
て
伝
承
・
開
催
す
る
も
の
で
、
質
の
高
さ
は(

二)

と
同
様
に

大
変
高
い
も
の
が
あ
る
。 

 

場
所
は
、
ご
自
身
た
ち
の
神
社
の
境
内
や
花
街
の
伝
統
茶
屋
と
は
限
ら
な
い
。

神
社
近
辺
・
ご
自
宅
・
日
本
庭
園
・
区
市
民
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
で
も
お
こ

な
わ
れ
る
。 

 

そ
も
そ
も
和
歌
は
、
巫
女
・
芸
妓
の
教
養
と
い
う
よ
り
、
公
家
・
貴
族
・
武

家
の
男
女
両
方
の
教
養
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
現
在
は
、「
神
社
へ
の
奉
仕
精
神
」

と
「
和
歌
の
教
養
」
と
の
関
係
は
昔
よ
り
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「
今
の

自
分
た
ち
の
和
歌
は
、
高
じ
た
趣
味
と
い
う
以
外
に
言
い
方
が
な
い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
。 

 

た
だ
し
、
生
涯
の
趣
味
に
伝
統
和
歌
を
選
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
、
初
め
か
ら
そ

の
よ
う
な
一
定
の
出
自
の
人
以
外
に
あ
り
得
な
い
、
と
も
言
え
そ
う
だ
。
巫
女
・

芸
妓
の
歌
会
は
、
最
初
か
ら
意
識
が
違
っ
て
お
り
、
平
安
や
江
戸
時
代
の
歌
合

の
形
式
に
従
い
、
判
者
の
判
定
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。 

 

私
は
、
そ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
巫
女
・
芸
妓
・
和
歌
愛
好
家
の
私
的
歌
会

に
詠
進
し
て
い
る
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
が
メ
ー
ル
や
封
書
で
の
や
り
取
り
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
概
要
の
掲
載
を
許
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
、
冒
頭
の
リ
ン
ク
先

に
載
せ
て
み
た
。 

 

ま
た
、『
新
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』
に
つ
い
て
は
、
詠
者
・
判
者
・
講
師
と

な
っ
た
巫
女
・
芸
妓
・
舞
妓
の
方
々
に
許
可
を
頂
け
た
た
め
、
以
下
に
恋
の
和

歌
全
四
十
五
首
と
現
代
語
訳
・
判
の
模
様
を
全
文
掲
載
し
て
い
る
。 

 h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/w

a
k

a
/m

in
a

se
.p

d
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最
近
も
、『
新
詠
建
久
百
首
和
歌
』
と
い
う
、
神
社
の
見
習
い
巫
女
さ
ん
や
見

習
い
芸
妓
さ
ん
の
歌
会
に
詠
進
し
た
。『
江
戸
川
橋
恋
二
帖
』
や
『
八
丁
堀
桜
川

恋
歌
合
』
は
、
私
が
歌
会
の
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
の
だ
が
、
京
都
平
安
の
味
よ

り
は
、
江
戸
下
町
の
味
を
出
し
て
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。 

  (

五) 

自
分
で
理
想
の
伝
統
和
歌
会
を
開
催 

  
(

五)

に
つ
い
て
は
、
私
自
身
が
、
あ
く
ま
で
個
人
的
な
思
い
で
和
歌
の
伝
統
を

味
わ
う
べ
く
、(

一)(

二)(

三)

で
知
り
合
っ
た
伝
統
和
歌
詠
者
の
方
々
に
呼
び
か

け
て
、
ほ
と
ん
ど
ネ
ッ
ト
上
で
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
「(

二)(

三)(

四)

の
よ
う
な
伝
統
的
教
養
・
風
格
を
、(

一)

の
よ
う
な
現
代
の
自
分
の
日
常
に
お
い

て
実
践
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
、
い
わ
ば
趣
味
人
の
勝
手
な
試
み
な
の
で
、
う

ま
く
成
り
立
っ
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。 

 

た
だ
し
、「
俗
語
・
漢
語
・
英
語
・
和
製
カ
タ
カ
ナ
英
語
な
ど
は
使
わ
な
い
」、

「
枕
詞
・
縁
語
・
掛
詞
の
教
養
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
」、
「
結
句
の
四
三
調

は
避
け
る
」
と
い
っ
た
、
古
今
集
以
降
の
伝
統
和
歌
の
品
格
や
規
範
に
は
な
る

べ
く
忠
実
に
従
う
よ
う
に
し
て
い
る
。 

  
■
平
成
日
本
に
お
い
て
伝
統
和
歌
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
日
本
人
の
分
布 
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と
こ
ろ
で
、
私
が
自
分
の
和
歌
人
生
で
一
番
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
和

歌
を
通
じ
て
「
人
間
と
は
何
か
、
生
き
る
と
は
何
か
、
日
本
の
心
と
は
何
か
」

を
探
究
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
も
そ
も
今
の
日
本
に
お
い
て
、

伝
統
和
歌
を
詠
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
日
本
人
が
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
も
、
伝
統
和
歌
そ
の
も
の
と
同
等
に
関
心
が
あ
る
。 

 

よ
く
「
俳
句
人
口
は
一
千
万
人
」
な
ど
と
新
聞
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
。「
近

現
代
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
人
口
」
が
「
伝
統
和
歌
人
口
」
を
圧
倒
し
て
い
る
の

は
間
違
い
な
い
に
し
て
も
、
あ
ま
り
に
水
増
し
の
し
す
ぎ
で
あ
り
、
日
記
を
書

く
よ
う
に
作
歌
・
作
句
を
続
け
て
い
る
人
口
だ
け
を
わ
ざ
と
多
め
に
見
積
も
っ

て
も
、
前
者
は
約
三
百
万
人
、
後
者
は
十
～
二
十
万
人
、
残
る
一
億
人
超
は
「
作

歌
・
作
句
経
験
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
人
生
・
日
常
で
は
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ

だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
か
ま
わ
な
い
と
私
は
思
う
わ
け
で
あ
る
。 

 

私
が
こ
こ
十
数
年
で
知
る
限
り
、
上
記
の
十
～
二
十
万
人
、
す
な
わ
ち
、「
万

葉
集
・
古
今
集
・
新
古
今
集
か
ら
江
戸
時
代
末
期
、
そ
し
て
明
治
・
大
正
・
昭

和
戦
前
ま
で
の
純
日
本
語
（
や
ま
と
こ
と
ば
）
で
和
歌
を
恒
常
的
に
詠
ん
で
い

る
日
本
人
」
の
分
類
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 (

Ａ) 

旧
宮
家
（
旧
皇
族
）
と
そ
の
歌
会 

(

Ｂ) 

京
都
の
冷
泉
家
と
そ
の
歌
会 

(

Ｃ) 

神
宮
、
大
社
、
そ
の
他
旧
社
格
の
高
か
っ
た
神
社
の
巫
女
と
そ
の
私
的
歌

会
（
稀
に
、
寺
院
の
家
柄
の
私
的
歌
会
） 

(

Ｄ) 

花
街
の
芸
妓
・
舞
妓
と
そ
の
私
的
歌
会 

(

Ｅ) 

旧
遊
郭
の
娼
妓
・
遊
女
と
同
等
の
内
容
を
生
業
と
す
る
女
性
た
ち
と
そ
の

私
的
歌
会 

(

Ｆ) 

伝
統
和
歌
愛
好
家
ど
う
し
の
ネ
ッ
ト
交
流
：(

Ｆ)

だ
け
で(

Ａ)

～(

Ｆ)

の
９

５
％
強
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る 

  

ま
ず
、
私
が
関
係
す
る
の
は
、
多
く
が(

Ｆ)

で
、
あ
と
は(

Ｃ)

と(

Ｄ)

だ
け
（
稀

に(

Ａ)

）
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
私
を
含
め
た
ご
く
普
通
の
伝
統
和
歌
愛
好
家

が
近
づ
け
る
機
会
が
、
そ
れ
以
外
に
あ
り
得
な
い
だ
け
で
あ
る
が
。
と
も
か
く
、

先
の(

二)

は(

Ｆ)

に
、(

三)

は(

Ｃ)

に
、(

四)

は(

Ｄ)

に
当
て
は
ま
り
、(

一)

は(

Ａ)

～(

Ｆ)

と
は
無
関
係
の
世
界
で
、(

五)

は(

一)

の
一
部
と(

三)

（(

Ｃ)

）・(

四)

（(

Ｄ)

）

の
一
部
を
融
合
し
て
ひ
ら
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

  (

Ａ) 

旧
宮
家
（
旧
皇
族
）
と
そ
の
歌
会 

  
(

Ａ)

に
つ
い
て
、
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
今
上
天
皇
は
じ
め
ご
皇
室
・
現
宮

家
の
方
々
と
そ
の
歌
会
（
歌
会
始
な
ど
）、
及
び
旧
公
家
・
旧
大
名
身
分
の
方
々

と
そ
の
歌
会
は
、
伝
統
和
歌
の
系
譜
に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
旧
宮
家
の

方
々
の
口
か
ら
は
普
通
に
聞
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

私
も
、
和
歌
を
詠
む
よ
う
に
な
り
、
何
人
か
の
旧
宮
家
（
旧
皇
族
）
の
ご
婦

人
・
ご
令
嬢
の
方
々
に
和
歌
観
を
う
か
が
う
機
会
が
あ
り
、
興
味
深
か
っ
た
の

が
、「
現
在
の
宮
中
で
の
歌
会
（
歌
会
始
な
ど
）
の
歌
は
短
歌
で
あ
っ
て
、
和
歌

で
は
な
い
」
と
い
う
言
い
回
し
が
、
ご
く
普
通
に
聞
か
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、（
事
実
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
ん
な
こ
と
を
口
に
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
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意
味
で
）
私
に
は
驚
き
だ
っ
た
。 

 
つ
ま
り
、
本
来
は
、「
和
歌
」
と
は
「
漢
詩
」
に
対
す
る
語
で
あ
り
、「
短
歌
」

と
は
「
長
歌
・
旋
頭
歌
な
ど
」
に
対
す
る
語
で
あ
る
の
に
、
現
在
の
一
部
の
旧

宮
家
の
ご
婦
人
・
ご
令
嬢
の
方
々
の
日
常
語
と
し
て
は
、「
和
歌
」
と
言
う
と
「
伝

統
和
歌
（
古
典
の
短
歌
・
長
歌
な
ど
）
」
、「
短
歌
」
と
言
う
と
「
現
代
和
歌
（
現

代
短
歌
）
」
を
指
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
、
伝
統
和
歌
と
し
て
の
「
和
歌
」
に
対
し
て
根
岸
短
歌
会
・
ア
ラ
ラ

ギ
派
・
ア
ラ
ラ
ギ
系
の
歌
を
「
短
歌
」
と
呼
ぶ
の
と
同
じ
論
理
が
伝
統
和
歌
と

し
て
の
「
和
歌
」
の
内
部
に
も
行
わ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、「
和
歌
」
の
う
ち

に
も
「
和
歌
」
と
「
短
歌
」
の
別
あ
り
と
の
意
識
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
感
覚
に
従
う
と
、
確
か
に
、
現
在
の
天
皇
陛
下
は
じ
め
皇
族
の
方
々
は
、

短
歌
は
お
詠
み
で
も
和
歌
は
お
詠
み
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

た
だ
し
、
か
え
っ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、
私
が
冒
頭
の
リ
ン
ク
ペ
ー
ジ
に
載
せ

た
伝
統
方
式
に
よ
る
歌
会
は
、
現
在
の
皇
室
に
お
い
て
は
取
り
行
わ
れ
て
い
な

い
一
方
で
、
旧
宮
家
（
特
に
ご
婦
人
・
ご
令
嬢
）
の
ご
く
一
部
に
お
い
て
は
現

在
で
も
取
り
行
わ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
で
、

非
常
に
心
が
躍
っ
た
。 

 

現
在
で
は
、
一
般
国
民
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
天
皇
陛
下
の
歌
会
始
に
応
募
・

詠
進
す
る
と
き
に
は
、
伝
統
和
歌
で
は
な
く
、
現
代
短
歌
を
詠
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
宮
内
庁
の
サ
イ
ト
も
、「
短
歌
」

の
語
を
多
用
し
て
「
和
歌
」
の
内
容
を
解
説
す
る
と
い
う
ト
リ
ッ
キ
ー
な
歌
論

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
現
代
短
歌
寄
り
の
方
向
性
へ
と
書
き
換
え

ら
れ
続
け
て
い
る
。 

 

今
後
も
、
天
皇
・
宮
内
庁
主
催
の
歌
会
に
国
民
が
詠
進
す
る
際
に
、(

Ｃ)

～(

Ｆ)

が
伝
承
し
て
い
る
和
歌
の
伝
統
性
を
崩
し
て
詠
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傾
向
は

強
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
に
、
天
皇
陛
下
や
皇
族
の
方
々
ご
自
身
が
、
俗
語
・
漢
語
・
英
語
・
カ

タ
カ
ナ
語
な
ど
を
多
用
し
た
現
代
短
歌
を
お
詠
み
に
な
っ
て
い
る
現
在
に
お
い

て
、
我
々
一
般
の
和
歌
愛
好
家
が
伝
統
的
規
範
を
守
っ
た
和
歌
を
詠
進
し
て
よ

い
も
の
か
、
か
え
っ
て
不
敬
や
無
礼
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
、

神
社
の
巫
女
さ
ん
・
芸
妓
さ
ん
た
ち
や
我
々
和
歌
愛
好
家
の
間
で
出
た
こ
と
が

あ
る
。 

 

こ
の
気
持
ち
が
何
と
な
く
お
し
な
べ
て
広
が
っ
て
い
る
か
ら
か
、
そ
れ
ら
知

人
の
和
歌
愛
好
家
の
多
く
は
歌
会
始
に
詠
進
し
て
い
な
い
。 

 

一
方
で
、
興
味
深
い
詠
進
実
験
を
お
こ
な
っ
て
い
る
和
歌
愛
好
家
の
有
志
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
か
つ
て
の
天
皇
・
貴
族
が
詠
ん
で
い
た
よ
う
な
本
格
的

な
古
今
調
・
新
古
今
調
の
和
歌
を
毎
年
の
歌
会
始
に
詠
進
し
続
け
た
結
果
、
こ

の
よ
う
な
伝
統
和
歌
が
必
ず
落
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
な
さ
っ
て
い
る
。 

 

実
験
と
言
っ
て
も
、
ま
じ
め
な
も
の
で
、
そ
の
方
に
と
っ
て
は
、「
そ
も
そ
も

現
在
の
天
皇
個
人
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
天
皇
と
日
本
人
と
日
本
の
自
然
・
動

植
物
の
全
て
に
敬
意
を
払
う
か
ら
こ
そ
、
伝
統
和
歌
を
詠
進
し
て
い
る
。
あ
く

ま
で
も
“
現
在
の
”
宮
内
庁
か
ら
落
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
と
理
解
し
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
心
境
だ
け
は
、
私
に
も
深
く
分
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。 
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 (

Ｂ)

京
都
の
冷
泉
家
と
そ
の
歌
会 

  
(

Ｂ)

は
、
藤
原
定
家
の
子
孫
の
公
家
の
家
系
で
あ
る
冷
泉
家
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
冷
泉
家
は
、
定
家
の
子
孫
の
別
の
歌
道
（
二
条
流
・
京
極
流
）
が
廃
れ
る

中
で
生
き
残
っ
て
、
冷
泉
流
歌
道
を
継
承
し
て
お
り
、
文
字
通
り
和
歌
の
流
派

と
し
て
の
風
格
を
保
っ
て
い
る
。 

 

定
家
の
子
孫
の
多
く
の
家
系
そ
の
も
の
が
断
絶
し
た
こ
と
と
、
冷
泉
家
以
外

の
公
家
の
家
系
及
び
天
皇
・
皇
族
は
、
漢
語
・
英
語
な
ど
を
多
用
し
た
現
代
短

歌
を
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
の
我
々
和
歌
愛
好
家
が
「
伝
統
歌
会
」
と

耳
に
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
冷
泉
家
の
こ
と
を
思
う
の
が
通
例
で
、
伝
統
歌
会
の
勉
強

は
、
書
籍
だ
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
冷
泉
家
の
こ
と
を
勉
強
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
現
在
の
ご
皇
室
の
歌
会
は
冷
泉
流
歌
道
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
我
々

一
般
の
伝
統
和
歌
愛
好
家
の
中
に
は
、
す
で
に
冷
泉
流
歌
道
も
こ
れ
ま
で
の
伝

統
和
歌
と
は
別
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
、
と
と
ら
え
る
人
も
多
い
。 

 

 

 (

Ｃ) 

神
宮
、
大
社
、
そ
の
他
旧
社
格
の
高
か
っ
た
神
社
の
巫
女
と
そ
の
私
的
歌

会 

(
Ｄ) 

花
街
の
芸
妓
・
舞
妓
と
そ
の
私
的
歌
会 

(
Ｅ) 
遊
郭
の
娼
妓
・
遊
女
と
そ
の
私
的
歌
会 

  
(

Ｃ)

と(
Ｄ)
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
と
も
か
く
、
今
の
日
本
で
、
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私
の
よ
う
な
ご
く
一
般
の
国
民
に
す
ぎ
な
い
和
歌
愛
好
家
に
と
っ
て
、
立
場
的

に
参
加
・
詠
進
可
能
な
伝
統
歌
会
の
上
限
は
、(

Ｃ)

と(

Ｄ)

だ
と
思
わ
れ
る
。(

Ａ)
や(
Ｂ)
は
あ
り
得
な
い
。
私
の
知
人
和
歌
愛
好
家
の
何
人
か
も
、(

Ｃ)

と(

Ｄ)

の

私
的
歌
会
に
は
詠
進
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

 

私
に
と
っ
て
最
も
興
味
深
い
の
が(

Ｄ)

と(

Ｅ)

の
関
係
で
、
こ
れ
も
こ
の
十
数

年
間
の
和
歌
人
生
の
中
で
色
々
と
関
心
を
持
っ
た
。 

 

い
わ
ゆ
る
花
街
（
東
京
で
は
深
川
・
柳
橋
・
新
吉
原
・
向
島
な
ど
、
京
都
で

は
祇
園
・
上
七
軒
・
嶋
原
・
先
斗
町
な
ど
、
金
沢
で
は
主
計
町
・
に
し
茶
屋
街

な
ど
）
に
、
今
で
も
伝
統
和
歌
を
人
生
と
し
て
い
る
芸
妓
・
舞
妓
が
お
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
共
感
覚
の
方
面
か
ら
交
流
を
始
め
た
数
人
の
芸
妓
・
舞
妓
の
、

あ
る
歌
会
へ
の
詠
進
に
よ
っ
て
知
っ
た
。 

 

た
だ
し
、「
和
歌
が
人
生
」
と
言
っ
て
も
、
和
歌
が
芸
妓
見
習
い
や
芸
妓
学
校

の
必
修
項
目
で
あ
る
こ
と
は
現
在
は
な
く
、
芸
妓
が
自
主
的
に
一
般
の
伝
統
和

歌
サ
イ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
し
か
な
い
状
況
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

私
は
大
阪
に
は
全
く
縁
の
な
い
人
間
（
む
し
ろ
、
大
阪
の
空
気
に
似
合
わ
な

い
性
格
！
？
）
な
の
だ
が
、
も
し
か
し
た
ら
飛
田
・
今
里
・
松
島
な
ど
大
阪
の

花
街
に
も
何
ら
か
の
伝
統
歌
会
文
化
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
街
に
関
し
て
は
、
色
々
と
複
雑
な
歴
史
を
考
慮
し
て
み
る
に
、
簡
単

に
伝
統
和
歌
な
ど
と
結
び
つ
け
て
語
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。 

 

 

  

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
私
の
知
る
東
京
・
京
都
の
花
街
の
芸
妓
は
、
あ
く
ま

で
芸
妓
で
あ
っ
て
、
娼
妓
で
は
な
く
、
旅
館
や
料
亭
の
女
将
さ
ん
・
工
芸
品
売

り
・
書
家
・
伝
統
楽
器
奏
者
な
ど
と
し
て
花
街
に
残
っ
て
い
る
方
々
で
あ
る
。 

 

巫
女
（
神
社
）
と
芸
妓
（
花
街
）
と
娼
妓
（
遊
廓
）
と
が
同
じ
土
地
に
共
栄

し
た
傾
向
が
他
地
域
よ
り
も
大
き
い
大
坂
に
お
い
て
は
、「
和
歌
・
生
け
花
・
書
・

裁
縫
な
ど
の
教
養
」
と
「
体
を
売
る
覚
悟
」
と
に
区
別
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ

と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
、（
ど
ち
ら
が
良
い
か
悪
い
か
の
問
題

で
は
な
い
が
、）
私
個
人
の
探
し
求
め
て
い
る
歌
道
は
、
江
戸
・
京
都
・
金
沢
の

も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
聞
き
づ
ら
い
こ
と
に
、「
い
わ
ゆ
る
赤
線
・
青
線
地
域
と
伝
統
和
歌
の
関
係
と

は
、
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
」
と
伺
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
ら
は
そ
も
そ
も

別
物
で
、
最
初
か
ら
伝
統
和
歌
会
の
伝
承
と
結
び
付
い
て
い
た
の
は
芸
妓
の
方
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だ
と
思
う
」
と
の
答
え
だ
っ
た
。 

 
そ
れ
は
と
も
か
く
、
私
が
詠
進
し
た
こ
と
の
あ
る
歌
会
に
お
い
て
、
東
京
・

京
都
・
金
沢
の
芸
妓
・
舞
妓
の
詠
ん
だ
和
歌
に
用
い
ら
れ
た
歌
語
・
雅
語
は
実

に
優
美
で
、
私
は
個
人
的
に
こ
う
い
う
こ
と
に
日
本
ら
し
い
懐
か
し
さ
を
覚
え

る
。 

 

そ
の
懐
か
し
さ
と
は
、「
日
本
人
が
和
歌
の
知
識
を
持
た
な
く
な
っ
た
こ
と
へ

の
不
満
か
ら
来
る
も
の
」
で
は
な
く
（
知
識
が
な
い
の
は
、
単
な
る
環
境
に
よ

る
の
で
あ
っ
て
、
和
歌
の
精
神
を
知
る
日
本
人
は
残
っ
て
い
る
）、
む
し
ろ
、「
神

宮
・
大
社
・
官
社
級
の
神
社
の
巫
女
の
心
と
、
俗
世
間
の
花
街
の
芸
妓
・
舞
妓

の
心
と
の
両
方
に
、
全
く
同
じ
よ
う
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
わ
せ
る
和
歌
と

は
何
な
の
か
、
と
い
う
面
白
さ
」
か
ら
来
る
も
の
だ
と
言
え
る
。 

 

例
え
ば
、
リ
ン
ク
先
の
歌
会
で
は
、
職
業
巫
女
と
花
街
の
芸
妓
が
同
時
に
参

加
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、（
一
見
す
る
と
聖
俗
分
離
と
い
う
常
識
に
反
し
て
い

そ
う
な
）
こ
の
優
雅
な
度
胸
の
よ
う
な
も
の
自
体
が
「
和
歌
の
精
神
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
、
私
は
思
う
わ
け
で
あ
る
。「
聖
俗
の
別
を
人
の
一
生
に
設
け
な

い
境
地
」
が
「
和
歌
の
精
神
」
で
あ
る
と
、
私
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
、
旧
宮
家
の
方
々
に
和
歌
観
を
う
か
が
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
旧

花
街
で
あ
る
向
島
の
隅
っ
こ
の
方
の
、
「
本
当
の
向
島
」
を
伝
承
し
て
い
る
芸

妓
・
舞
妓
の
方
々
に
、
ど
う
し
て
歌
語
・
雅
語
と
い
う
も
の
を
そ
ん
な
に
ご
存

じ
な
の
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
ま
さ
に
私
の
よ
う
な
（
和
歌
だ
け
詠
ん

で
花
街
は
歩
か
な
い
）
無
知
な
男
の
盲
点
で
、
い
わ
ゆ
る
「
源
氏
名
」
と
い
う

も
の
を
考
え
る
時
に
、
ひ
そ
か
に
源
氏
物
語
や
和
歌
集
か
ら
言
葉
を
引
っ
ぱ
っ

て
来
る
の
だ
、
だ
か
ら
勝
手
に
頭
に
残
る
の
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
聞
い

て
、
な
る
ほ
ど
と
感
じ
た
。 

 

私
が
何
を
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、「
和
歌
の
精
神
」
は
「
和
歌
の
技
術
・
歌

語
の
知
識
」
を
い
つ
で
も
醸
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
和
歌
を

詠
ん
だ
こ
と
が
な
い
が
和
歌
の
精
神
を
持
つ
日
本
人
は
残
っ
て
い
る
の
だ
し
、

一
方
で
、
上
級
公
家
や
神
宮
の
巫
女
や
花
街
の
芸
妓
の
世
界
で
さ
え
和
歌
を
詠

む
人
が
極
め
て
少
数
に
な
っ
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
の
身
分
の
区

別
な
く
、
む
し
ろ
ネ
ッ
ト
事
情
に
長
け
た
一
般
の
伝
統
和
歌
愛
好
家
の
サ
イ
ト

に
集
ま
る
し
か
す
べ
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。 

 

そ
の
芸
妓
さ
ん
が
教
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
、
興
味
深
か
っ
た
の
が
、
そ
れ

な
り
に
上
級
の
出
自
で
あ
る
今
の
若
い
見
習
い
舞
妓
に
古
語
で
日
本
語
を
書
か

せ
た
と
こ
ろ
、「
携
帯
に
て
カ
レ
シ
に
メ
ー
ル
し
た
れ
ど
も
、
返
信
来
ざ
り
け
れ

ば
、
超
悲
し
か
り
け
り
」
と
い
っ
た
文
章
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
頭
ご
な
し
に
笑
っ
た
り
怒
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
ま
た
良
く
な
い
こ
と

で
あ
る
、
和
歌
・
芸
道
の
精
神
で
は
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。 

 

私
も
同
じ
意
見
で
、「
古
語
の
優
美
さ
へ
の
欲
求
」
が
か
え
っ
て
如
実
に
現
れ

て
い
る
日
本
語
で
あ
る
と
感
じ
た
。
今
の
我
々
日
本
人
の
皆
が
、
こ
の
よ
う
な

文
章
を
書
い
て
し
ま
う
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
先
、「
現
在
の
流
行
語
や
若
者
言
葉
、
ハ
イ
テ
ク
Ｉ
Ｔ
用

語
に
千
年
前
の
助
動
詞
を
く
っ
つ
け
る
こ
と
へ
の
違
和
感
」
が
そ
の
ま
ま
「
日

本
人
と
し
て
の
恥
じ
ら
い
・
た
た
ず
ま
い
」
で
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
、

自
分
で
身
を
も
っ
て
気
づ
く
か
ど
う
か
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
会

話
に
な
り
、
私
も
大
い
に
共
感
で
き
た
。 
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■
平
成
時
代
に
お
い
て
和
歌
・
短
歌
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
日
本
人
お
よ
そ

三
百
万
人
の
分
布 

（
自
分
で
詠
ん
で
い
な
い
限
り
、
和
歌
研
究
者
等
は
除
く
。） 

  

さ
て
、
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
実
際
に
旧
宮
家
（
旧

皇
族
）
及
び
花
街
の
芸
妓
か
ら
聞
か
れ
た
「
和
歌
」
・
「
短
歌
」
の
語
の
定
義
・

使
い
方
に
基
づ
い
て
い
る
。 

 

今
は
、
か
つ
て
の
天
皇
・
公
家
・
貴
族
・
武
家
な
ど
が
詠
ん
で
い
た
伝
統
和

歌
の
流
れ
は
、
先
述
の(

Ａ)(

Ｂ)

に
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
は(

Ｃ)

～(

Ｆ)

に
継
承
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
天
皇
陛
下
・
皇

族
の
方
々
が
お
詠
み
に
な
る
短
歌
は
一
億
人
の
一
般
国
民
の
詠
む
短
歌
と
同
じ

も
の
に
な
り
、
か
つ
て
の
伝
統
和
歌
は
か
ろ
う
じ
て(
Ｃ)

～(

Ｆ)

に
お
い
て
の
み

詠
ま
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
時
代
が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

★
「
短
歌
」
の
詠
み
手
の
分
布
（
「
短
歌
」
と
だ
け
言
う
と
、
普
通
は
「
近
現
代

短
歌
」
を
指
す
。） 

  

天
皇
・
皇
族
・
い
わ
ゆ
る
「
歌
人
」
と
呼
ば
れ
る
職
業
歌
人
・
一
般
国
民
お

よ
そ
三
百
万
人
（
系
譜
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
根
岸
短
歌
会
・
ア
ラ
ラ
ギ
派
・

ア
ラ
ラ
ギ
系
で
、「
写
生
・
実
景
描
写
」
と
「
題
詠
・
空
想
」
と
を
厳
然
と
区
別

し
た
上
で
前
者
を
優
越
さ
せ
る
短
歌
観
・
文
学
観
を
有
す
る
。
さ
ら
に
最
近
で

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
な
ど
娯
楽
性
を
追
求
す
る
人
口
が
増
加
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。） 

 

★
「
和
歌
」
の
詠
み
手
の
分
布
（「
和
歌
」
と
だ
け
言
う
と
、
普
通
は
「
伝
統
短

歌
」
を
指
す
。） 

  

旧
宮
家
・
旧
公
家
の
う
ち
主
に
女
性
の
方
々
の
ご
く
一
部
、
神
宮
・
大
社
・

旧
社
格
の
あ
る
程
度
高
い
神
社
の
巫
女
の
一
部
、
花
街
の
芸
妓
・
舞
妓
の
一
部
、

旧
遊
廓
の
娼
妓
・
遊
女
の
一
部
、
演
歌
歌
手
・
詩
人
な
ど
の
一
部
、
ご
く
少
数

の
一
般
国
民
の
和
歌
愛
好
家
有
志
（
私
は
こ
こ
） 

 

★
「
和
歌
」
か
ら
「
短
歌
」
へ
の
過
渡
期
に
あ
る
「
短
歌
」
の
詠
み
手
の
分
布 

  

冷
泉
家
、
多
く
の
旧
宮
家
、
多
く
の
旧
公
家
な
ど
、
か
つ
て
天
皇
の
直
属
・

直
下
・
家
臣
の
地
位
に
あ
っ
た
家
柄
の
人
々 

 

（
そ
の
二
）
へ
続
く
。 

  

■
画
像
出
典 
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『
王
朝
女
流
和
歌
唱
和 
宮
内
卿
』 

 

二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

◆
題 

 

次
の
歌
に
唱
和
す
る
こ
と
。 

 

宮
内
卿 

う
す
く
こ
き
野
辺
の
み
ど
り
の
若
草
に
あ
と
ま
で
見
ゆ
る
雪
の
む
ら
消
え 

 

◆
詠
進
歌
一
覧 

 

長
満
た
き 

若
草
に
は
だ
れ
雪
の
み
薄
重
ね
あ
と
は
白
梅
よ
そ
の
袖
の
香 

 

戸
井
留
子 

暮
れ
か
か
る
雪
の
夕
日
に
あ
と
見
え
て
光
る
み
ど
り
の
野
辺
の
若
草 

 

裃
ち
の
子 

う
す
く
こ
き
春
の
霞
の
立
ち
消
え
に
み
ど
り
重
ぬ
る
野
辺
の
若
草 

 

武
田
あ
さ
ゑ 

す
る
せ
ぬ
を
白
雪
の
う
ち
に
む
ら
消
え
て
み
ど
り
一
つ
に
な
り
に
け
る
恋 

 

青
柳
香
織 

黒
髪
に
と
く
る
白
雪
い
に
し
へ
の
若
草
色
の
む
ら
消
え
の
あ
と 

 

伊
田
小
春 

若
草
と
言
は
れ
し
頃
の
む
ら
消
え
に
同
じ
乙
女
の
ほ
の
赤
き
頬 

 

岩
崎
純
一 

白
雪
や
も
の
深
き
冬
の
葉
隠
れ
に
沈
む
み
ど
り
の
夜
半
の
若
草 

  

私
の
和
歌
人
生
史
、
平
成
日
本
に
お
け
る
伝
統
和
歌
の
現
状
（
そ
の
二
） 

  
二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
三
十
日
追
記
：
リ
ン
ク
先
の
旧
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
は
『
前

週
』
に
収
録
。） 
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承
前
。 

  

さ
て
、
（
そ
の
一
）
の(

Ａ)

か
ら(

Ｆ)

の
分
類
に
つ
い
て
、
私
が
こ
こ
十
数
年

ほ
ど
の
和
歌
生
活
で
知
る
限
り
の
こ
と
を
、
も
う
少
し
詳
し
く
書
こ
う
と
思
う
。 

 

本
来
は
、「
和
歌
」
と
は
「
漢
詩
」
に
対
す
る
語
で
あ
り
、「
短
歌
」
と
は
「
長

歌
・
旋
頭
歌
・
俳
句
」
な
ど
に
対
す
る
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、（
そ
の
一
）

で
も
書
い
た
よ
う
な
理
由
で
、「
和
歌
」
を
「
伝
統
和
歌
」、「
短
歌
」
を
「
近
現

代
和
歌
（
特
に
戦
後
和
歌
）」
の
意
味
で
使
い
た
い
と
思
う
。 

  

■
唯
一
「
実
践
」
で
き
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
と
さ
れ
る
伝
統
芸
が
和
歌 

  

日
本
語
が
初
め
て
文
字
記
録
と
し
て
書
か
れ
た
時
（
『
万
葉
集
』
な
ど
）
に
は

す
で
に
身
分
の
貴
賎
な
く
詠
ま
れ
て
い
た
「
和
歌
」
は
、
今
で
も
、「
紙
と
ペ
ン

と
自
分
の
頭
」
さ
え
あ
れ
ば
誰
に
で
も
詠
め
る
と
い
う
点
は
、
非
常
に
興
味
深

い
と
思
う
。 

 

こ
の
点
で
、
高
額
な
道
具
代
と
見
習
い
代
が
か
か
る
ゆ
え
に
今
後
の
格
差
社

会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
富
裕
層
や
旧
華
族
層
だ
け
の
高
級
な
骨
董
趣
味
・
道
楽

に
な
り
か
ね
な
い
他
の
伝
統
芸
能
（
華
道
・
書
道
・
琴
・
着
付
・
日
本
舞
踊
・

弓
道
な
ど
）
や
ピ
ア
ノ
・
バ
レ
エ
な
ど
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
和
歌
集
な

ど
の
古
典
文
献
購
入
費
を
入
れ
て
も
、
数
十
倍
は
違
う
。 

「
実
際
に
詠
ん
で
い
る
か
ど
う
か
」
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、「
誰
に
で
も
詠
め

る
潜
在
性
が
あ
る
こ
と
」
が
重
要
だ
と
思
う
。
和
歌
を
十
数
年
詠
ん
で
き
て
、

心
か
ら
そ
う
思
う
。 

 

和
歌
は
、
現
在
の
格
差
社
会
に
お
い
て
最
も
流
行
し
て
お
か
し
く
は
な
か
っ

た
伝
統
芸
能
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
で
も
、
親
の
多
く
が
「
ウ
チ
の
娘
に
は

ピ
ア
ノ
か
琴
を
や
ら
せ
よ
う
」
と
は
思
う
け
れ
ど
も
、「
ウ
チ
の
娘
に
は
和
歌
を

詠
ま
せ
よ
う
」
と
は
思
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
思
っ
た
と
し
て
も
、
和
歌
を
教

え
る
指
導
者
も
あ
ま
り
い
な
い
か
ら
、
仕
方
が
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。 

 

今
や
和
歌
は
、
独
学
以
外
に
あ
り
得
な
い
と
も
言
え
そ
う
だ
。
し
か
し
、
独

学
す
る
の
に
、
最
も
お
金
が
か
か
ら
な
い
芸
道
で
あ
る
。
実
に
興
味
深
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。 

 
(

Ａ)

か
ら(

Ｅ)

の
全
体
に
言
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
現
在
の
巫
女
・
神
職
女

性
・
芸
妓
・
舞
妓
・（
ま
た
は
、
日
本
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
娼

妓
・
遊
女
・
枕
芸
者
）
な
ど
の
職
に
就
く
の
に
、
神
楽
・
日
本
舞
踊
・
着
付
・

笛
・
琴
・
茶
道
・
書
道
・
小
唄
な
ど
の
伝
統
芸
能
の
「
実
践
」
は
そ
れ
な
り
に

必
要
で
、
被
養
成
期
間
・
見
習
い
期
間
に
お
い
て
も
一
通
り
習
い
、
必
修
の
科

目
ま
で
あ
る
が
、
唯
一
和
歌
の
み
が
自
分
で
詠
め
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
な
く
、

「
鑑
賞
」
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
芸
妓
養
成
施
設
の
科
目

を
郷
土
資
料
な
ど
で
見
る
と
、
見
事
に
和
歌
だ
け
が
消
え
て
い
る
。 

 

今
の
巫
女
・
芸
妓
・
舞
妓
と
い
う
の
は
、
和
歌
が
詠
め
な
く
て
も
な
れ
て
し

ま
う
。
特
殊
な
巫
女
で
あ
っ
た
賀
茂
神
社
の
斎
王
の
な
ご
り
で
あ
る
「
斎
王
代
」

も
、
京
都
ゆ
か
り
の
一
般
女
性
か
ら
選
ば
れ
る
が
、
和
歌
が
詠
め
る
か
ど
う
か

と
は
無
関
係
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
今
で
も
伝
統
和
歌
会
を
ひ
ら
い
て
い
る
巫
女
・
芸
妓
・
舞
妓
さ
ん
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た
ち
は
、
現
在
の
上
司
た
る
宮
司
・
神
職
・
他
の
巫
女
や
芸
妓
や
舞
妓
た
ち
と

は
全
く
別
の
と
こ
ろ
で
そ
れ
を
ひ
ら
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ナ
ン
ト

カ
神
社
の
巫
女
さ
ん
と
カ
ン
ト
カ
神
社
の
巫
女
さ
ん
が
巫
女
の
仕
事
と
は
別
に
、

旧
社
家
の
一
般
女
性
を
も
含
め
、(

Ｆ)

の
我
々
と
一
緒
に
ひ
そ
か
に
歌
会
を
ひ
ら

く
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。 

  

■
御
製
が
「
和
歌
」
か
ら
「
短
歌
」
に
な
っ
た
こ
と
の
利
点
と
、
そ
う
と
は
思

え
な
い
点 

  

今
ご
入
院
の
最
中
に
お
ら
れ
る
今
上
陛
下
は
、（
そ
の
一
）
や
こ
の
記
事
の
冒

頭
で
書
い
た
（
旧
宮
家
の
ご
婦
人
・
ご
令
嬢
の
日
常
語
と
し
て
の
）「
和
歌
」
と

「
短
歌
」
の
語
の
定
義
に
お
い
て
言
え
ば
、
史
上
初
め
て
「
和
歌
」
で
は
な
く

「
短
歌
」
を
日
常
と
し
て
お
ら
れ
る
天
皇
で
あ
り
、
こ
う
し
て
「
普
段
の
話
し

言
葉
」
と
「
歌
に
用
い
る
言
葉
」
と
が
天
皇
・
皇
族
と
国
民
の
双
方
に
お
い
て

東
京
標
準
語
と
し
て
均
質
化
し
た
こ
と
自
体
は
、
日
本
が
先
進
国
と
し
て
立
つ

こ
と
に
貢
献
し
た
と
思
う
。 

 

そ
も
そ
も
、
文
語
と
口
語
、
歌
語
と
俗
語
、
な
ど
が
近
代
化
以
前
の
よ
う
に

バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
な
ら
、（
陛
下
が
ご
入
院
中
に
も
お
使
い
だ
と
い
う
）
パ
ソ
コ

ン
の
ソ
フ
ト
の
製
造
や
文
字
コ
ー
ド
の
作
成
が
不
可
能
ま
た
は
膨
大
に
な
る
。 

 

先
進
国
と
し
て
立
つ
た
め
の
条
件
が
、「
自
国
の
伝
統
を
少
な
か
ら
ず
崩
す
覚

悟
で
、
少
な
く
と
も
首
都
標
準
語
を
頂
点
と
す
る
簡
易
な
公
用
語
を
持
つ
こ
と
」

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
英
語
を
頂
点
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
言
語
の

現
代
に
お
い
て
は
、「
で
き
れ
ば
英
語
や
西
洋
語
を
公
用
語
に
す
る
こ
と
」
で
あ

る
と
い
う
皮
肉
な
法
則
は
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
実
際

に
、
英
語
を
公
用
語
化
し
て
い
る
国
が
旧
大
英
帝
国
・
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
と

は
限
ら
な
い
し
、
日
本
で
は
一
部
の
大
企
業
ま
で
が
英
語
を
社
内
公
用
語
に
し

始
め
て
い
る
。 

 

だ
か
ら
、
前
近
代
ま
で
の
和
歌
と
い
う
も
の
は
、
悲
し
い
か
な
、
何
ら
か
の

革
新
が
加
え
ら
れ
な
い
限
り
、
そ
れ
自
体
が
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
的
」
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言
え
て
し
ま
う
。 

「
御
製
の
短
歌
」
と
「
冷
泉
家
の
短
歌
」
と
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
」
と
に
同

じ
今
風
の
日
本
語
の
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
す
る
一
方
で
、
（
そ
の
一
）
の(

Ａ)

旧
宮

家
の
ご
令
嬢
・(

Ｃ)

神
社
の
巫
女
・(

Ｄ)

京
都
の
芸
妓
・(

Ｄ)

金
沢
の
芸
妓
・(

Ｆ)

一
部
の
和
歌
愛
好
家
な
ど
が
伝
統
和
歌
を
お
詠
み
に
な
る
の
を
拝
見
す
る
今
、

伝
統
和
歌
を
愛
す
る
私
と
し
て
は
、
自
分
が
生
き
て
い
る
時
代
は
和
歌
史
上
、

最
も
面
白
く
興
味
深
い
時
代
な
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。 
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■(
Ａ)

と(

Ｃ)

の
関
係
に
つ
い
て 

  

現
在
は
、
全
国
の
神
社
の
国
家
に
よ
る
管
理
や
社
格
制
度
、
国
教
制
度
と
い

う
も
の
は
法
律
上
は
な
い
が
、
実
際
に
は
、「
神
宮
」・「
宮
」・「
大
社
」・「
大
神

宮
」
・
「
皇
大
神
宮
」
・
「
天
満
宮
」
な
ど
を
社
号
に
持
つ
大
神
社
の
巫
女(

Ｃ)

は
、

旧
宮
家
・
社
家
の
ご
令
嬢(
Ａ)

よ
り
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
意
味
で
は
、

(

Ａ)

と(

Ｃ)

の
歌
会
ど
う
し
は
同
じ
出
自
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、(

Ａ)

や

(

Ｃ)

に
は
、
一
生
結
婚
せ
ず
に
巫
女
・
和
歌
生
活
に
生
き
る
女
性
も
、
ご
く
一
部

だ
が
存
在
す
る
。 

 

ま
た
、
皇
居
内
に
あ
る
宮
中
三
殿
の
賢
所
に
詰
め
る
「
内
掌
典
（
な
い
し
ょ

う
て
ん
）
」
の
女
性
の
方
々
の
一
部
も
、
伝
統
和
歌
を
お
詠
み
に
な
る
。
内
掌
典

経
験
者
の
女
性
お
二
人
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
伝
統
和
歌
し
か
お
詠
み

に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
女
性
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
そ
の
歌
会
は
、

神
宮
・
大
社
級
の
巫
女
の
歌
会
、
そ
し
て
以
下
に
述
べ
る
花
街
の
芸
妓
・
舞
妓
、

地
方
の
ひ
ら
い
て
い
る
歌
会(

Ｄ)

ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

現
在
で
は
、
「
天
皇
」
と
「
神
道
・
神
社
」
と
は
法
令
上
は
別
概
念
で
あ
り
、

前
者
が
憲
法
に
象
徴
天
皇
制
（
立
憲
君
主
）
と
し
て
の
規
定
を
受
け
る
一
方
で
、

後
者
の
多
く
は
宗
教
法
人
と
し
て
の
教
団
で
あ
る
神
社
本
庁
と
そ
の
地
方
組
織

で
あ
る
神
社
庁
が
統
括
し
て
お
り
、
ま
た
、
か
つ
て
は
天
皇
の
勅
許
を
必
要
と

し
た
「
神
宮
」
号
な
ど
を
、
今
は
神
社
が
自
由
に
名
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

従
っ
て
、「
神
宮
」・「
大
社
」
な
ど
の
上
級
社
号
を
名
乗
る
神
社
で
あ
っ
た
り
、

そ
れ
な
り
に
大
き
な
神
社
で
あ
っ
た
り
し
て
も
、
巫
女
の
大
半
が
「
好
奇
心
か

ら
道
楽
や
暇
つ
ぶ
し
と
し
て
入
っ
て
き
た
」
女
子
大
生
・
女
子
高
生
ア
ル
バ
イ

ト
で
あ
る
よ
う
な
神
社
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
、
伝
統
和
歌
会
と
い
う

以
前
に
、
巫
女
・
神
道
と
い
う
伝
統
そ
の
も
の
が
廃
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
と
思
う
。 

 

む
ろ
ん
、
私
と
し
て
は
、「
多
く
の
巫
女
の
被
雇
用
形
態
が
ア
ル
バ
イ
ト
と
い

う
時
代
に
な
っ
た
こ
と
」
な
ど
は
全
く
問
題
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、「
巫
女
や
和

歌
の
心
が
廃
れ
ゆ
く
こ
と
」
を
問
題
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
。 

 

私
は
、
戦
後
の
日
本
の
神
社
観
・
神
道
観
・
八
百
万
の
神
々
観
に
は
、
極
め

て
大
き
な
不
満
が
あ
る
が
、
と
も
か
く
、（
そ
の
一
）
の(

二)(

三)(

五)

の
ご
参
加

者
に
は
、
す
ば
ら
し
い
和
歌
を
詠
む
、
小
さ
な
神
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
巫
女
さ
ん

が
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

  

■
御
製
短
歌
と
旧
宮
家(

Ａ)

・
旧
公
家
（
冷
泉
家(

Ｂ)

な
ど
）
の
和
歌
の
関
係 

  

ち
な
み
に
、
今
上
天
皇
は
北
朝
の
血
統
で
あ
ら
れ
る
が
、
南
北
朝
時
代
の
十

三
の
勅
撰
集
の
う
ち
十
を
独
占
し
た
の
は
南
朝
の
二
条
派
歌
道
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
今
上
陛
下
と
、
戦
後
に
廃
絶
と
な
っ
た
旧
十
一
宮
家
と
の
、
共
通
の
男

系
祖
先
天
皇
は
、
今
か
ら
二
十
世
代
・
六
五
〇
年
以
上
前
の
北
朝
第
三
代
崇
光

天
皇
で
あ
り
、「
伝
統
和
歌
の
歌
会
が
残
っ
て
い
る
」
と
私
が
（
そ
の
一
）
か
ら

書
い
て
い
る
の
は
、
主
に
こ
れ
ら
の
旧
宮
家
、
つ
ま
り
「
北
朝
の
傍
流
の
う
ち
、

北
朝
天
皇
と
は
違
っ
て
南
朝
天
皇
文
化
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
た
家
柄
の
宮
家
」

で
あ
る
。 

 

南
朝
は
、
御
亀
山
天
皇
が
北
朝
の
御
小
松
天
皇
に
三
種
の
神
器
を
渡
す
形
で
、
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半
ば
非
対
等
合
併
し
、
衰
退
し
た
後
も
、
実
際
に
は
「
御
南
朝
」
と
し
て
抵
抗

を
続
け
た
。
要
す
る
に
、
こ
の
南
北
朝
時
代
や
、
天
智
・
天
武
両
天
皇
の
争
い

の
時
代
、
そ
し
て
宮
家
の
乱
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
正
統
と

さ
れ
る
天
皇
」
と
「
正
統
と
さ
れ
る
和
歌
」
と
は
、
互
い
に
ほ
と
ん
ど
無
関
係

に
動
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

南
朝
の
二
条
派
の
流
れ
は
、
主
に
東
氏
（
と
う
し
・
武
家
）
や
三
条
西
家
（
さ

ん
じ
ょ
う
に
し
け
・
公
家
）
に
伝
わ
っ
た
が
、
む
ろ
ん
、『
玉
葉
和
歌
集
』・『
風

雅
和
歌
集
』
の
二
つ
の
名
勅
撰
集
を
生
ん
だ
北
朝
の
京
極
派
歌
道
も
、
折
口
信

夫
や
岩
佐
美
代
子
と
い
っ
た
研
究
者
に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
て
お
り
、
今
で
は
和

歌
を
ま
じ
め
に
や
っ
て
い
る
人
な
ら
、
和
歌
の
優
劣
に
北
も
南
も
な
け
れ
ば
、

歌
道
ご
と
の
優
劣
も
な
い
こ
と
は
ご
存
じ
だ
と
思
う
。 

 

こ
の
二
条
派
と
京
極
派
、
そ
し
て
（
そ
の
一
）
で
書
い
た(

Ｂ)

の
北
朝
の
冷
泉

派
と
を
合
わ
せ
た
三
歌
道
は
、
藤
原
定
家
の
子
為
家
の
子
孫
ら
が
生
ん
だ
い
わ

ば
「
三
大
歌
道
」
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
全
部
の
歌
風
の
歌
を
学
ん
だ
り
詠
ん

だ
り
し
て
き
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
歌
学
以
外
の
日
本
史
学
で
言
わ
れ
る
よ

う
な
ケ
ン
カ
争
い
は
な
く
、
特
に
「
京
極
派
」
と
「
冷
泉
派
」
に
つ
い
て
は
、「
家
」

の
名
の
違
い
で
あ
っ
て
、
歌
風
に
は
大
差
が
な
い
と
い
う
の
が
、
歌
学
の
通
説

に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
三
歌
道
と
も
、
明
治
天
皇
や
旧
宮
家
に
伝
わ
り
、
旧
桂
園
派
を
中
心

と
す
る
御
歌
所
派
が
明
治
天
皇
の
元
で
栄
え
た
。
主
に
三
条
西
家
が
保
存
し
て

き
た
和
歌
の
古
文
書
の
多
く
は
、
現
在
は
早
稲
田
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る
。 

 

こ
の
伝
統
保
守
的
な
歌
道
の
流
れ
を
、
そ
の
ま
ま
今
上
陛
下
・
皇
族
も
受
け

継
が
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結
局
、
「
御
製
」
と
し
て
お
詠
み
に
な
る
の
は
、

「
和
歌
」
で
は
な
く
、
国
民
の
日
常
語
彙
（
各
短
歌
賞
と
同
様
の
語
彙
）
に
よ

る
「
短
歌
」
で
あ
り
、
天
皇
の
血
筋
の
中
で
、
和
歌
集
や
古
文
書
に
あ
る
よ
う

な
和
歌
を
お
詠
み
に
な
る
の
は
、
旧
宮
家
・
旧
公
家
・
旧
華
族
の
、
し
か
も
一

部
の
ご
婦
人
・
ご
令
嬢
に
限
ら
れ
始
め
た
、
と
い
う
時
代
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。 

 

 

 

■(

Ｃ)

と(

Ｄ)

と(

Ｅ)

の
関
係
、
及
び
そ
の
内
訳
・
地
理
的
分
布 

 

（
そ
の
一
）
で
は
、
「
特
に
大
坂
の
花
街
に
お
い
て
は
、(

Ｄ)

芸
妓
・
舞
妓
の
花

街
と(

Ｅ)

の
娼
妓
・
遊
女
の
遊
廓
と
が
融
合
し
て
い
た
ば
か
り
か
、(

Ｃ)

巫
女
ま

で
も
芸
妓
・
娼
妓
を
や
っ
て
い
た
傾
向
が
他
地
域
よ
り
も
あ
っ
た
」
と
い
う
こ

と
を
書
い
た
が
、
ど
の
程
度
そ
う
で
あ
っ
た
か
の
詳
細
は
、
今
と
な
っ
て
は
誰

に
も
分
か
ら
な
い
。 
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し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
地
域
差
と
は
関
係
な
く
、
と
も
か
く
、
室
町
末
期
ま

で
ず
っ
と
続
い
て
い
た
天
皇
・
皇
族
・
公
家
・
貴
族
・
武
家
た
ち
に
よ
る
和
歌

の
謳
歌
生
活
（
歌
合
、
勅
撰
和
歌
集
・
私
撰
和
歌
集
の
編
纂
な
ど
）
の
伝
統
、

和
歌
か
ら
派
生
し
て
室
町
時
代
に
栄
え
た
連
歌
・
連
句
を
経
た
民
衆
の
俳
諧
・

俳
句
の
謳
歌
生
活
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
に
ど
こ
に
行
っ
た
か
と
言
う

と
、(

Ｃ)(

Ｄ)(

Ｅ)
の
世
界
に
滑
り
込
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。 

 

俳
諧
・
俳
句
・
川
柳
に
つ
い
て
は
、
発
祥
時
期
が
あ
る
程
度
新
し
い
こ
と
も

あ
り
、
現
代
俳
句
・
川
柳
に
な
っ
て
い
く
ま
で
の
ル
ー
ト
が
比
較
的
目
に
見
え

て
辿
り
や
す
い
。
ま
た
、
ず
っ
と
民
衆
に
近
い
文
化
あ
る
い
は
民
衆
の
文
化
そ

の
も
の
で
あ
る
し
、
短
歌
よ
り
も
字
数
が
少
な
く
簡
易
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
先

に
発
祥
し
た
短
歌
よ
り
も
か
え
っ
て
先
に
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
」
な
ど
の
文

学
賞
形
式
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
点
、「
戦
後
の
俳
句
の
変
容
」
は
そ
の
ま
ま
「
戦
後
日
本
人
の
言
葉
や
興

味
の
変
容
」
と
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
だ
か
ら
、「
戦
後
の
俳
人

の
ど
れ
ほ
ど
が
、
伝
統
和
歌
の
歴
史
全
体
を
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
か
ら
俳
句

を
詠
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
批
判
を
し
た
い
私
の
よ
う
な
変
わ
り
者

に
と
っ
て
は
、
か
え
っ
て
簡
単
に
批
判
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。 

 

一
方
、
伝
統
和
歌
（
特
に
京
都
の
和
歌
）
の
場
合
は
、（
そ
の
一
）
で
書
い
た

よ
う
に
、「
担
い
手
の
変
化
」
か
つ
「
担
う
土
地
の
移
動
」
で
あ
る
た
め
、
か
な

り
追
い
に
く
い
。 

 

そ
れ
ら
の
変
化
や
移
動
と
は
、「
天
皇
か
ら
色
々
な
土
地
の
低
身
分
の
者
ま
で

が
連
続
体
と
し
て
詠
ん
で
い
た
『
万
葉
集
』
の
時
代
」
か
ら
、「
（
そ
の
一
）
で

書
い
た
十
万
人
ほ
ど
の
限
ら
れ
た
身
分
・
地
域
・
ネ
ッ
ト
上
の
担
い
手
に
点
在

的
・
局
在
的
に
縮
小
す
る
時
代
」
ま
で
の
経
緯
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、(

Ｆ)

一
般

の
和
歌
愛
好
家
以
外
の
歌
人
の
現
在
の
分
布
を
見
て
み
る
。 

(

Ｄ)

に
お
け
る
和
歌
の
現
状
だ
が
、
京
都
の
花
街
に
お
い
て
は
、
上
七
軒
・
祇

園
甲
部
・
嶋
原
・
先
斗
町
・
宮
川
町
に
は
伝
統
和
歌
を
日
常
と
し
て
い
る
芸
妓
・

舞
妓
ま
た
は
一
般
女
性
が
い
る
が
、
祇
園
東
に
つ
い
て
は
、
私
個
人
と
し
て
は

不
明
で
あ
る
。 

 

東
京
の
花
街
に
お
い
て
は
、
深
川
・
柳
橋
・
新
吉
原
・
向
島
に
は
い
る
よ
う

だ
が
、
新
橋
・
赤
坂
・
板
橋
・
品
川
な
ど
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
現
代
的
な
風

俗
・
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
の
街
で
あ
っ
て
、
和
歌
と
関
係
の
あ
る
伝
統
的
・
日
本
的

花
街
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。 

 

金
沢
の
花
街
だ
が
、
金
沢
は
能
楽
堂
の
数
か
ら
し
て
全
国
一
で
あ
る
よ
う
に
、

和
歌
の
伝
統
も
最
も
し
っ
か
り
と
継
承
し
て
い
る
芸
妓
・
舞
妓
・
一
般
女
性
の

い
る
土
地
で
あ
っ
て
、
主
計
町
・
に
し
茶
屋
街
・
東
山
ひ
が
し
の
金
沢
三
花
街

に
和
歌
の
伝
統
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
金
沢
の(

Ｆ)

一
般
女
性
の
和
歌
愛
好
家
の

方
々
は
、
（
そ
の
一
）
で
書
い
た(

二)(

三)(

四)(

五)

の
全
て
に
関
係
・
詠
進
し
て

い
る
。 

 

そ
し
て
、(

Ｅ)

に
つ
い
て
。
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
娼
妓
・
遊
女
な
ど
は
日
本
に

存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
和
歌
の
伝
統
の
一
部
は
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
現
在
で
も
旧
遊
廓
の
娼
妓
・
遊
女
と
仕
事
内
容
を
同
じ
く
す
る
女
性
が
生

活
す
る
土
地
に
滑
り
込
ん
で
い
る
。 

 
特
に
私
の
関
心
を
惹
い
た
の
が
、
三
重
県
志
摩
市
の
海
に
浮
か
ぶ
渡
鹿
野
島

で
、
こ
こ
は
現
在
は
美
し
い
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
に
属
す
る
一
方
で
、
戦
前
ま

で
は
、
島
ま
る
ご
と
「
遊
廓
島
」
さ
な
が
ら
の
状
態
を
呈
し
、
住
民
の
ほ
と
ん
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ど
が
江
戸
と
大
坂
を
結
ぶ
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
の
船
乗
り
を
相
手
し
た
遊
女
で

あ
っ
た
。 

 

現
在
で
も
そ
の
な
ご
り
が
あ
っ
て
、
国
や
自
治
体
の
人
口
調
査
で
、
周
辺
地

域
の
う
ち
こ
の
島
の
み
「
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
女
性
」
の
数
が
突
出
し
て

い
る
が
、
こ
こ
の
一
部
に
は
明
治
以
降
、
京
都
の
伝
統
和
歌
の
風
習
が
潜
り
込

み
、
教
養
あ
る
娼
妓
・
遊
女
は
、
戦
後
ま
で
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
実
質
上
の
娼
妓
・
遊
女
は
、
芸
妓
・
舞
妓
と
の
掛
け
持

ち
で
あ
る
「
枕
芸
者
」
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
本
土
の
旧
花
街
や
、
地
方
の
旧

花
街
に
分
布
し
、
そ
こ
で
和
歌
を
お
詠
み
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
島
嶼
部
、
特

に
離
島
は
、
京
都
の
伝
統
和
歌
が
生
き
残
る
「
最
終
上
陸
地
」
の
よ
う
な
も
の

ら
し
く
、
隠
岐
諸
島
（
島
根
県
隠
岐
郡
）
や
佐
渡
島
（
新
潟
県
佐
渡
市
）
な
ど

に
も
、
戦
後
少
し
ま
で
は
伝
統
歌
会
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
の
二
つ
は
、
承
久
の
乱
で
鎌
倉
幕
府
に
敗
れ
た
後
鳥
羽
上
皇
と
順
徳
上
皇

が
そ
れ
ぞ
れ
流
さ
れ
た
島
で
あ
り
、
二
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
会
の
風
習
が
生

き
残
っ
て
い
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
隠
岐
は
、
後
鳥
羽
上

皇
が
死
ぬ
ま
で
『
隠
岐
本
新
古
今
集
』
を
編
集
し
続
け
た
土
地
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
、
和
歌
の
伝
統
が
残
っ
た
ま
ま
、
江
戸
時
代
の
海
路
の
発
達
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
島
々
が
船
乗
り
の
休
憩
地
と
し
て
機
能
し
、
そ
こ
に

(

Ｃ)(

Ｄ)(

Ｅ)

の
兼
業
女
性
が
集
ま
り
、
和
歌
が
教
養
と
な
り
、
本
土
の
あ
か
ら

さ
ま
な
近
代
化
の
影
響
を
免
れ
て
和
歌
が
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。 

 

 

  

一
方
、
香
川
県
観
音
寺
市
の
沖
に
浮
か
ぶ
伊
吹
島
は
、(

Ｄ)(

Ｅ)

の
世
界
と
は

関
係
の
な
い
、
い
わ
ば
普
通
の
島
で
あ
る
が
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て

の
伝
統
和
歌
の
風
習
が
流
れ
込
ん
だ
形
跡
が
あ
る
。
伊
吹
島
の
高
齢
者
が
話
し

て
い
る
方
言
は
、
単
語
・
文
法
も
そ
う
だ
が
、
特
に
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

平
安
末
期
の
京
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
保
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。 

 

私
は
岡
山
県
出
身
で
、
香
川
県
本
土
の
方
言
に
し
か
詳
し
く
な
い
が
、
と
も

か
く
、
伊
吹
島
の
風
習
は
、
民
俗
・
風
俗
的
な
見
地
よ
り
も
日
本
語
学
の
見
地

に
お
い
て
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
島
嶼
部
ば
か
り
に
和
歌
の
風
習
が
生
き
残
る
か
に
つ
い
て
、

私
な
り
に
も
う
一
つ
理
由
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
私
が
二
冊
目

の
拙
著
で
書
い
た
よ
う
な
「
女
性
の
性
周
期
や
出
産
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
先
の
伊
吹
島
で
は
、
女
性
は
出
産
す
る
と
、
一
か
月
間
は
「
出
部
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屋
（
で
べ
や
）
」
と
呼
ば
れ
る
部
屋
に
入
っ
て
休
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
子
ど
も
や
他

の
女
性
た
ち
と
一
緒
に
暇
つ
ぶ
し
に
和
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
、
だ
か
ら
こ
そ
和
歌

が
生
き
残
っ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
京
都
で

あ
ろ
う
が
、
江
戸
で
あ
ろ
う
が
、
地
方
で
あ
ろ
う
が
、
月
の
最
中
や
出
産
前
後

に
離
れ
小
屋
や
別
部
屋
に
入
る
と
い
う
の
は
、
日
本
女
性
の
普
通
の
風
習
で
あ

っ
た
。 

 

島
嶼
部
に
限
ら
ず
、
和
歌
が
な
ぜ
、
聖
俗
・
貴
賎
の
別
な
く
、
旧
宮
家
の
ご

婦
人
や
ご
令
嬢
・
巫
女
・
芸
妓
・
舞
妓
・
娼
妓
・
遊
女
・
枕
芸
者
な
ど
、
女
性

の
世
界
に
ば
か
り
生
き
残
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
、「
女
性
の
月
経
期
間
や
出
産
、

孤
独
や
苦
境
に
お
け
る
、
心
の
拠
り
所
と
し
て
の
和
歌
」
と
い
う
理
由
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
今
で
は
和
歌
が
陸
に
お
い
て
も
「
陸
の
孤
島
」
で

あ
る
理
由
の
説
明
が
付
く
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
に
、
（
「
性
に
関
す
る
特
殊
な
仕

事
」
と
は
無
縁
で
、
主
に
洋
服
生
活
を
す
る
）
一
般
国
民
に
限
れ
ば
和
歌
愛
好

家
の
男
女
数
は
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
も
、
説
明
で
き
そ
う
で
あ
る
。 

 

も
っ
と
言
う
と
、
和
歌
は
古
来
、
胎
教
に
も
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
か
つ
て
よ
り
は
和
歌
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
代
に
お
い

て
も
、
女
性
ど
う
し
の
歌
会
の
ほ
う
が
、
よ
り
古
式
の
和
歌
の
風
習
を
よ
く
残

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
に
、
伝
統
歌
会
に
関
係
し
て
い
る
女
性
の
方
々
に
伺
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、

今
で
も
多
く
の
女
性
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
伊
吹
島
と
似
た
よ
う
な
日

課
・
習
慣
を
繰
り
返
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
あ
る
。
内
掌
典
や
神
宮
の
巫

女
は
、
月
経
期
間
中
は
蛇
口
を
手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
触
る
と
き
に
は

手
の
甲
で
触
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
地
方
の
中
小
神
社
の
一
部
の
巫
女
に
も
、

月
経
期
間
中
は
蛇
口
に
触
ら
ず
、
和
歌
を
詠
み
歌
っ
て
体
を
清
め
て
い
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

 

と
も
か
く
、
こ
う
し
て
現
在
、
か
つ
て
の
和
歌
（
特
に
京
言
葉
）
の
伝
統
は
、

宮
中
に
集
中
的
に
残
る
ほ
か
は
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
や
山
陰
・
近
畿
地
方
の
民

家
や
一
部
の
中
小
神
社
な
ど
、
京
都
の
周
辺
地
域
に
流
れ
込
ん
で
消
え
つ
つ
あ

る
わ
け
で
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
先
に
挙
げ
た
内
掌
典
や
神
宮
・
大
神
社
の
巫
女
な
ど
は
、(

Ｄ)(

Ｅ)

の
世
界
と
は
全
く
無
関
係
で
、
遊
女
と
同
じ
仕
事
内
容
を
行
う
こ
と
は
絶
対
に

な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の(

Ｃ)

大
規
模
神
社
の
巫
女
、
中
小
神
社
の
巫
女
、

(

Ｄ)

芸
妓
・
舞
妓
、(

Ｅ)

娼
妓
・
遊
女
の
四
者
の
う
ち
、(

Ｄ)

と(

Ｅ)

と
は
兼
業
し

て
い
る
場
合
が
最
も
多
く
、
戦
前
ま
で
は
地
域
に
よ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
も

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
中
小
神
社
の
下
級
巫
女
の
一
角
が
加
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
ら
三
者
と
最
も
関
係
が
薄
い
の
が(

Ｃ)

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
よ

う
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
東
北
地
方
は
そ
の
頃
ど
う
だ
っ
た
か
と
言
う
に
、
少
な
く
と
も
こ
れ

ら
の
う
ち
、
最
大
都
市
で
あ
り
記
録
も
豊
富
な
仙
台
に
は
、
お
そ
ら
く
江
戸
時

代
に
は
花
街
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
る
と
、

花
街
が
で
き
る
前
か
ら
、（
歌
風
は
京
都
宮
廷
の
そ
れ
と
は
少
し
違
っ
た
だ
ろ
う

が
、）
伊
達
氏
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
・
民
衆
の
和
歌
の
伝
統
が
あ
っ
た
。 

 
も
っ
と
前
に
は
奥
州
藤
原
氏
の
文
化
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
花
街

と
呼
べ
る
も
の
が
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
巫
女
と
芸
妓
と
遊
女
と
が
未
分
離
で

あ
る
よ
う
な
女
性
の
歌
詠
み
は
点
々
と
い
た
と
思
わ
れ
る
。
土
着
の
和
歌
文
化
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も
あ
っ
た
上
に
、
京
都
の
和
歌
文
化
も
、
東
海
道
側
と
北
陸
側
の
い
ず
れ
の
ル

ー
ト
か
ら
で
も
接
触
で
き
た
。 

 

い
わ
ゆ
る
芸
者
の
置
屋
が
仙
台
に
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
四
・

五
年
あ
た
り
か
ら
の
よ
う
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
芸
妓
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
仙

台
の
女
性
は
江
戸
に
出
て
い
た
。
つ
ま
り
、
仙
台
は
じ
め
東
北
の
都
市
は
、「
和

歌
の
伝
統
が
あ
っ
て
花
街
が
な
い
」
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。 

 

た
だ
し
、
一
つ
言
え
る
の
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
ま
で
の
京
都
の
和

歌
文
化
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
東
海
道
側
よ
り
も
北
陸
を
西
か
ら
東
へ
抜
け
る

ル
ー
ト
を
通
っ
て
仙
台
や
山
形
に
達
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
今
で
も
、
滋
賀
県
北
部
、
福
井
県
、
石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟
県
の
一

部
で
は
、
い
わ
ゆ
る
関
西
弁
と
い
う
よ
り
は
、
京
都
言
葉
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。 

 

天
皇
の
居
住
地
が
ほ
と
ん
ど
瞬
間
移
動
の
よ
う
に
東
京
へ
移
り
、
東
京
を
中

心
に
太
平
洋
沿
岸
が
近
代
化
さ
れ
る
一
方
で
、
取
り
残
さ
れ
た
京
都
の
和
歌
文

化
は
、
近
代
化
の
力
に
南
東
か
ら
押
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
場
で
頑
張
る
か
（
定

住
）
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
周
辺
地
域
・
島
嶼
部
へ
と
行
き
着
き
、
そ
れ
ま
で
の
巫

女
・
芸
妓
・
遊
女
や
一
部
の
一
般
女
性
の
教
養
・
芸
道
の
一
つ
に
お
さ
ま
っ
て

細
々
と
生
き
残
る
か
（
南
下
か
つ
西
進
）、
北
陸
へ
と
流
れ
た
（
北
上
し
て
か
ら

東
進
）
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

京
都
言
葉
が
日
本
海
側
で
生
き
残
っ
て
い
く
様
子
が
よ
く
分
か
る
例
と
し
て
、

「
お
ん
な
」
と
い
う
言
葉
の
復
活
ル
ー
ト
を
考
え
て
み
る
の
も
面
白
い
と
思
う
。

お
そ
ら
く
、
そ
の
ル
ー
ト
は
、
近
代
化
以
後
の
京
都
の
和
歌
と
和
歌
に
伴
う
巫

女
・
芸
妓
・
舞
妓
の
風
習
の
生
き
残
り
ル
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

『
万
葉
集
』
、『
古
今
集
』、
『
新
古
今
集
』
な
ど
の
歌
集
に
限
ら
ず
、
他
の
古
典

を
見
て
も
そ
う
だ
が
、
実
は
「
お
ん
な
」
と
い
う
言
葉
の
ほ
う
が
「
お
な
ご
」

よ
り
も
古
い
言
葉
で
あ
る
。
一
時
期
は
、
九
州
・
大
坂
・
京
都
・
江
戸
・
仙
台

と
も
、「
お
ん
な
」
と
「
お
な
ご
」
が
対
等
か
、「
お
な
ご
」
優
勢
と
な
っ
た
。（「
を

み
な
」、「
を
ん
な
」、「
を
ん
な
ご
」、「
を
な
ご
」
の
順
に
変
化
。） 

 

江
戸
時
代
に
は
、
江
戸
に
は
「
お
ん
な
」
が
復
活
し
て
こ
れ
が
主
流
と
な
り
、

一
方
の
京
都
・
大
坂
で
は
「
お
な
ご
」
が
主
流
の
ま
ま
だ
っ
た
。
し
か
し
、
近

代
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
後
者
の
ほ
う
が
北
陸
を
通
っ
て
仙
台
に
抜
け
る
こ
と
に

な
る
。 

 

江
戸
の
「
お
ん
な
」
の
語
は
、
意
味
は
「
お
な
ご
」
と
同
じ
で
、
要
す
る
に

「
女
性
」
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
語
は
戦
後
に
至
っ
て
奇
抜
な
変
化
を
見
せ

る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、「
容
疑
者
の
女
」・「
被
害
者
の
女
性
」
と
言
う
よ
う
に
、

和
歌
に
使
え
る
大
和
言
葉
の
「
お
ん
な
」
は
、
マ
ス
コ
ミ
・
ニ
ュ
ー
ス
用
語
と

し
て
は
蔑
称
・
卑
称
で
あ
り
、「
じ
ょ
せ
い
」
は
敬
称
で
あ
る
、
と
い
う
使
い
分

け
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
近
代
化
以
降
に
仙
台
・
東
北
地
方
に
新
設
さ
れ
た
花
街
文
化

は
、
高
い
確
率
で
北
陸
を
経
由
し
た
京
都
・
金
沢
の
花
街
文
化
の
一
派
で
も
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
仙
台
・
東
北
の
場
合
、
も
し
日
常
的
に
和
歌
を

詠
ん
で
い
る
よ
う
な
巫
女
・
芸
妓
・
舞
妓
さ
ん
が
生
き
残
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
す
れ
ば
、「
元
か
ら
和
歌
と
一
体
化
し
た
花
街
が
あ
っ
た
」
こ
と
は
歴
史
的
に

あ
り
得
な
い
た
め
、
逆
に
「
近
代
化
以
降
に
で
き
た
花
街
が
、
南
西
か
ら
や
っ

て
来
た
和
歌
の
生
き
残
り
の
受
け
皿
に
な
っ
た
」
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。 

 

そ
も
そ
も
、
金
沢
や
佐
渡
に
あ
れ
だ
け
の
能
楽
堂
が
生
き
残
っ
て
い
る
の
も
、
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京
都
文
化
の
北
進
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
和
歌
も
お
そ
ら
く
同
じ
こ
と
で
、
北
陸
の
芸
妓
・
舞
妓
さ
ん
た
ち
に
伝
統
歌

会
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
は
る
か
遠
く
の
東
京
や
南
の
大
阪
・
名
古
屋
の
急
発

展
へ
の
「
最
後
の
抵
抗
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
北
陸

の
娼
妓
・
遊
女
・
枕
芸
者
も
、
和
歌
や
伝
統
芸
能
の
保
持
と
い
う
重
大
な
役
割

を
、
ひ
そ
か
に
負
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
現
在
で
は
ネ
ッ
ト
も
発
達
し
、
和
歌
の
広
が
り
の
地
域
差
と
い
う

も
の
は
一
気
に
薄
れ
た
が
、
逆
に
、
和
歌
愛
好
家
が
全
国
に
点
在
的
（
特
に
ネ

ッ
ト
利
用
者
）
か
つ
局
在
的
（
特
に
花
街
）
に
残
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。 

  

■
和
歌
の
未
来 

  

先
ほ
ど
も
書
い
た
よ
う
に
、「
和
歌
の
心
」
と
は
、
高
貴
な
人
々
の
お
家
騒
動
、

血
統
争
い
、
ケ
ン
カ
争
い
と
は
案
外
無
関
係
に
動
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
天

皇
・
皇
族
・
公
家
・
貴
族
・
武
家
の
も
の
で
あ
る
の
と
全
く
同
等
に
日
本
の
民

衆
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。『
万
葉
集
』
の
時
代
か
ら
、
そ
う
で
あ
っ
た
。 

 

ま
ず
は
漢
民
族
に
は
漢
詩
を
、
朝
鮮
民
族
に
は
郷
歌
・
郷
札
を
、
西
洋
人
に

は
ソ
ネ
ッ
ト
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
私
は
思
う
が
、
そ
れ
と
同
様
に
、
和

歌
は
ま
ず
は
我
々
日
本
人
が
守
っ
て
い
か
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
で

あ
る
と
思
う
。
た
だ
し
、
和
歌
が
或
る
身
分
・
血
統
・
家
柄
に
お
い
て
衰
え
そ

う
に
な
っ
た
な
ら
、
ど
こ
か
別
の
ル
ー
ト
に
乗
っ
て
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て

保
存
さ
れ
る
以
外
に
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。 

 

そ
の
和
歌
保
存
の
担
い
手
の
一
角
が
、「
旧
」
宮
家
・
神
社
・
花
街
・
遊
廓
の

女
性
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
、
非
常
に
皮
肉
な
精
神
的
打
撃
を
我
々
に
与

え
る
一
方
で
、
私
個
人
と
し
て
は
こ
れ
は
「
人
間
存
在
の
聖
俗
未
分
離
性
」
と

い
う
日
本
的
美
意
識
の
良
さ
が
生
ん
だ
皮
肉
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
私
と
し
て
は
、
近
現
代
的
・
法
治
的
な
主
権
国
家
の
国
民
の
一

人
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
得
な
い
の
だ
か
ら
、
今
後
も
、「
戦
後
の
人
権
意
識
で
戦

前
の
日
本
の
心
を
和
歌
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
大
問
題
に
挑
戦
す

る
し
か
な
い
し
、
そ
の
姿
勢
で
和
歌
を
詠
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
い
く
ら
伝
統
的
で
懐
か
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
現
代
的
な
女
性
の
人

権
に
差
し
障
り
が
あ
る
こ
と
に
自
ら
身
を
投
じ
る
女
性
た
ち
の
集
会
に
残
る
和

歌
や
伝
統
芸
能
を
、
無
条
件
に
称
賛
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
花
街
・
遊
廓
研
究
者
の
発
言
を
改
め
て
待
つ
ま
で

も
な
く
、
戦
前
ま
で
の
花
街
・
遊
郭
の
姿
が
、
現
在
の
よ
う
な
伝
統
芸
道
不
在

の
性
産
業
の
姿
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。 

 

近
現
代
西
洋
社
会
か
ら
見
れ
ば
事
実
上
の
「
立
憲
君
主
制
の
国
家
元
首
」
と

見
な
さ
れ
て
い
る
天
皇
で
さ
え
、
ご
く
普
通
に
「
和
歌
」
で
は
な
く
「
短
歌
」

を
お
詠
み
に
な
る
時
代
な
の
だ
か
ら
、
反
対
に
私
は
、
呼
吸
を
し
た
り
、
咳
を

し
た
り
、
寝
た
り
、
風
呂
に
入
っ
た
り
す
る
の
と
同
じ
感
覚
で
、
ご
く
普
通
に

「
和
歌
」
を
詠
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。 

「
一
人
の
日
本
国
民
と
し
て
、
風
呂
上
が
り
の
つ
れ
づ
れ
に
詩
を
書
い
て
み
た

ら
、
な
ん
と
伝
統
和
歌
と
な
っ
て
い
た
」 
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そ
の
よ
う
な
境
地
が
今
の
目
標
で
あ
る
。 

  

■
画
像
出
典 
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伏
見
稲
荷
大
社
の
写
真
は
自
分
で
撮
影
。 

  

余
情
会
歌
人
の
代
表
歌 

  

二
〇
一
一
年
十
一
月
三
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

舞
妓 

長
満
た
き 

む
か
し
思
ふ
浅
草
臥
し
の
向
島
明
日
は
舞
妓
の
衣
の
わ
が
身
を 

 

寄
松
恋 

長
満
た
き 

秋
風
に
松
も
声
す
る
小
夜
す
が
ら
結
ぶ
梢
は
露
の
玉
の
緒 

 

深
川 

戸
井
留
子 

こ
の
宵
も
あ
け
や
ら
ぬ
う
ち
の
舞
良
戸
を
引
き
返
す
粋
の
深
川
の
袖 

 

祈
恋 

戸
井
留
子 

花
稲
の
涙
を
髪
に
つ
つ
む
と
も
漏
れ
て
梢
に
結
ぶ
間
も
な
し 

 

聞
香 

裃
ち
の
子 

人
知
れ
ず
つ
ら
ぬ
き
と
め
ぬ
夕
露
に
た
ま
り
し
袖
の
残
り
香
を
聞
く 

 

故
郷
恋 

裃
ち
の
子 

む
か
し
見
し
を
ば
な
た
づ
ね
て
た
び
ま
く
ら
女
波
さ
び
し
き
よ
る
の
涙
に 

 

有
明
月 

青
柳
香
織 

わ
が
袖
は
は
か
な
の
よ
す
が
面
影
の
宿
り
の
ほ
か
は
に
ほ
ひ
通
は
で 

 

海
辺
恋 

青
柳
香
織 

う
つ
り
ゆ
く
花
は
忘
れ
ん
は
ま
ゆ
ふ
の
心
の
色
を
海
に
な
が
し
て 

 

梅 

武
田
あ
さ
ゑ 

春
の
夜
に
そ
れ
と
聞
こ
ゆ
る
こ
ぼ
れ
梅
く
れ
な
ゐ
の
香
を
空
に
残
し
て 

 

寄
霜
恋 

武
田
あ
さ
ゑ 

待
ち
わ
ぶ
る
櫛
か
ん
ざ
し
に
結
ぼ
ほ
れ
枕
に
こ
ほ
る
霜
の
声
か
な 
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開
闔
岩
崎
純
一
の
代
表
歌 

  

二
〇
一
一
年
十
一
月
三
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  

余
情
会
の
開
闔
を
務
め
て
お
り
ま
す
岩
崎
純
一
は
歌
人
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

暮
秋 

岩
崎
純
一 

木
枯
ら
し
に
う
つ
ろ
ふ
ま
で
の
風
の
名
に
お
へ
る
も
み
ぢ
の
紅
の
筆 

 

別
恋 

岩
崎
純
一 

今
宵
よ
り
か
を
ら
ぬ
風
は
吹
き
そ
め
ぬ
行
方
た
づ
ね
ぬ
床
の
扇
に 

  

岩
崎
の
和
歌
集
に
、
こ
れ
ま
で
に
詠
ん
だ
多
く
の
歌
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

『
王
朝
女
流
和
歌
唱
和 

菅
原
孝
標
女
』 

  

二
〇
一
一
年
十
二
月
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

◆
題 

 

次
の
歌
に
唱
和
す
る
こ
と
。 

 

菅
原
孝
標
女 

浅
み
ど
り
花
も
ひ
と
つ
に
霞
み
つ
つ
お
ぼ
ろ
に
見
ゆ
る
春
の
夜
の
月 

 

◆
詠
進
歌
一
覧 

 

長
満
た
き 

わ
が
恋
は
霞
の
奥
の
浅
み
ど
り
見
て
も
お
ぼ
ろ
の
月
陰
の
花 

 

戸
井
留
子 

花
さ
ら
に
人
の
心
も
あ
さ
霞
夜
も
お
ぼ
ろ
の
春
の
月
影 

 

裃
ち
の
子 

春
の
花
お
ぼ
ろ
一
つ
に
霞
み
つ
つ
闇
と
光
を
分
か
ぬ
月
影 

 

武
田
あ
さ
ゑ 

忘
れ
じ
よ
花
は
霞
に
隠
れ
つ
つ
月
も
心
も
浅
み
ど
り
と
は 

 

青
柳
香
織 

黒
髪
に
薄
く
れ
な
ゐ
の
初
恋
は
頼
み
浅
黄
の
朧
月
か
な 

 

伊
田
小
春 

冬
を
経
て
春
と
思
へ
ど
浅
み
ど
り
け
し
き
お
ぼ
ろ
に
濃
き
花
も
な
し 

 

岩
崎
純
一 
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佐
保
姫
や
着
る
か
着
ぬ
か
の
お
ぼ
ろ
染
め
闇
を
霞
の
春
の
月
影 

   

第
三
編 
三
十
歳
～
三
十
九
歳 

 N
E

X
C

O

西
日
本
の
古
事
記
編
纂
千
三
百
周
年
「
や
ま
と
ご
こ
ろ
周
遊
記
」
へ
の

提
供
和
歌
及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
へ
の
回
答 

  

閲
覧
希
望
者
は
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。 

  

『
旧
派
歌
道
・
歌
学
の
流
派
・
家
元
・
団
体
の
総
覧
』
を
サ
イ
ト
に
掲
載 

 

二
〇
一
三
年
四
月
二
十
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
三
十
日
追
記
：
現
在
、
リ
ン
ク
先
の
旧
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ

は
『
全
集
』
に
収
録
。） 

  

旧
派
歌
道
・
歌
学
の
リ
ス
ト
を
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

『
旧
派
歌
道
・
歌
学
の
流
派
・
家
元
・
団
体
の
総
覧
』 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/ro

n
b
u

n
_
ip

p
a

n
/k

a
d

o
.h

tm
 

 

和
歌
の
ペ
ー
ジ 
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近
代
以
降
現
在
ま
で
最
大
勢
力
を
誇
る
新
派
短
歌
（
特
に
ア
ラ
ラ
ギ
系
）
以

外
の
、
旧
派
歌
壇
（
古
代
の
豪
族
・
貴
族
、
中
世
・
近
世
の
堂
上
家
、
古
今
伝

授
、
武
家
の
歌
壇
か
ら
、
桂
園
派
・
御
歌
所
派
、
一
般
国
民
の
旧
派
歌
壇
）
を

主
に
列
挙
し
た
リ
ス
ト
で
す
。
私
自
身
の
高
じ
た
趣
味
と
和
歌
の
学
術
的
探
究

の
両
方
か
ら
、
作
成
し
ま
し
た
。 

 

旧
派
と
新
派
は
厳
密
に
峻
別
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
時
代

に
つ
い
て
は
、
歌
会
を
催
し
、
宮
中
関
連
行
事
、
神
道
関
連
行
事
、
伝
統
祭
祀
、

文
化
事
業
に
和
歌
詠
進
経
験
の
あ
る
（
和
歌
・
歌
道
を
職
業
と
し
た
こ
と
の
あ

る
）
流
派
・
家
元
・
団
体
の
み
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

旧
公
家
・
旧
華
族
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
記
載
を
多
く
含
み
、

情
報
の
正
確
さ
に
は
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
し
家
系
・
血
統
断
絶
の

記
載
な
ど
に
誤
り
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
下
さ
い
。 

 

よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、「
現
代
に
残
る
唯
一
の
公
家
屋
敷
・
旧
派
の
歌
会
の
家

と
し
て
の
冷
泉
家
」
で
す
が
、
旧
公
家
・
旧
華
族
の
方
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る

と
（
そ
れ
ら
の
方
の
お
立
場
か
ら
す
る
と
）、
冷
泉
家
の
歌
会
は
現
代
に
残
る
旧

派
歌
壇
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言
え
る
よ
う
で
す
。 

 

作
成
：
岩
崎
純
一 

協
力
：
青
柳
香
織
、
武
田
あ
さ
ゑ
、
江
波
戸
優
花
、
北
川
良
子
、
一
条
み
さ
お
、

吉
川
り
せ 
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岡
山
県
巫
女
特
別
協
力
資
料
（
五
） 

『
日
本
旧
派
歌
道
流
派
系
統
図
』 

-  

旧
派
歌
道
・
歌
学
の
流
派
・
家
元
・
宗
匠
・
師
範
・
団
体
の
系
統
図 

- 

旧
吉
備
王
国
（
郷
里
岡
山
県
お
よ
び
兵
庫
県
、
広
島
県
、
山
口
県
な
ど
山
陽
地

方
）
系
巫
女
神
道
・
巫
女
歌
道 

令
和
新
時
代 

最
終
協
力
版 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 


